鍛えぬかれた フォ —ムにこ そ、 
メカの真髄がある 

_ジュ I キミシンは精密工学の結晶と うたわれる 高級品。シャ I 


プなスタイリングで、その名を高めています。 
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オリンピックの規模縮 
の少が最近また取り沙汰さ 
へ れている。 

ン 各国際競技連盟 (IF) 
へ は、拡がるばかりのオリ 
ンンピ ックを なんとかしな 
ユくてはと思う反面、いざ 
5/参加者(国〕数の削減す 
るとなると腰が重くなる。この 
間題の難し.いところで、これま 
でも何度か話題となりながら立 
ち消えになっていた。 

しかし今回はかなり具体的に 
コトが運んでいる感じである。 

昨秋 アジア 予選のため来日し 
た国際ハンドボール連盟 (IH 
F) の E •ホルル技術委員長も 
国際オリンピック委員会 (IO 
C) から「参加国数の縮少」を 
指示されている ことを 明きらか 
にし『いま IHF がかかえてい 
る最大の課題だ』とも語ってい 
た。 

‘ある消息通は、巨大化する才 
リンピックへの反省がある以上 
各 IF ともモントリオール (1 
九七六)大会をなにがなんでも 
ミュンヘンと同じ規模で行なお 
うという気持はうすくなつてい 
るのではないか、とみている。 

ハンドボールの場合少なけれ 
ば〇〇、多くても12ケ国(注•ミ 
ュンへンは 16 )の可能性が濃 
い。となれば日本ハンドボール 


界にとってもオリンピックへの 
道はいちだんとけわしいものに 
なるわけでようやくつかんだ才 
リンピックの栄光が再び遠いも 
のになってしまう危惧を感じな 
いわけにはいかない。 

オリンピックまで5ケ月とい 
うこの時点でさえも斯界がミュ 
ンへン後どのような歩みかたを 
するか、不安なまなざしで見て 
いる入もあるのだ。 

史上最強といわれる現在のナ 

ショ ナルプレィヤ1につづくも 
のの育成と発堀—— ナショナル 
チームの多層化に向かってジュ 
ニアの強化など一連の頂点対策 
をまず底深いものにする必要が 
ありそうだ。 

町の、クラブの、ママの、子 
供たちのハンドボール開発とい 
う大命題もある。 

頂点と底辺の歯車をどうかみ 
合せるかこの"両輪策戦，を完 
成させるには慎重に長期計画を 
ねりあげなければなる.まい。し 
かしミュンヘンの結果を待って 
いては遅い。「ミュンヘンを目 
指した時期」はすでに終り新し 
い段階を迎えているのだ。 ■ 

将来計画さえ成ればオリンピ 
ックの道がいくらせばめられよ 
うとも、いつでもゆうゆうと通 
り抜ける自信を得られるであろ 
う。 (杉山) 


嬉しいニュ—スが二つ 
評 つづいた。 

一つは本誌でも紹介さ 
れている IHF (国際ハ 
^ ンドボール連盟)の"日 
本賞讃，である(19及び 
23頁参照) 

アジア予選で見せたクィック 
プレ—、世界女子で示したフエ 
アブレ—が高く評価され特に男 
女とも ラフな 傾向に流れている 
現代のョーロッパ•ハンドボ— 
ルと対照的である点が強調され 
たのは大いに誇ってよいと思う 

日本が競技規則に忠実なこと 
は自他ともに認めているところ 
であり、いささか神経質にすぎ 
て試合の流れを無視、興をそぐ 
:ヶースさ_えあるの.だが「正しい 
理解」としてそれは支持されて 
きた。 

そうした平生のマナーが、う 
るさがたの並んだ IHF の技術 
委員たちの目に好ましく映った 
のである0 

ョーロッパのビッグゲームは 

すさまじいばかりの激突の繰り 
返しだ。それがフアンの興奮を 
よびスタンドは大観衆で埋まる 

選手も熱狂的な雰囲気にのせ 
られて必要以上に X キサイトす 
る。「日本の試合は おとなし すぎ 
る」 とも 聞いたが、やはりこの 
みかたは間違っているのである 


日本のフヱアで、スピ—ディ 
なハンドボ—ルが本場.•ョーロ 
ッ。ハのファンに"新しい興奮， 
を与えることができるとすれば 
すばらしい。 

それがミュンヘンという檜舞 
台の上でのできごとならこれほ 
ど痛快な話はあるまい。. 

V 

村田弘オリンピック対策部長 
が関西運動記者クラブの 46 年度 
最優秀指導者に推され表彰をう 
けた。村田氏自身にとっても、 
斯界にとっても光栄であり、特 
に権威あるスポーツライターの 
人たちの総意による推せんであ 
ったことは特筆されよう。 

国内スポーッ界のなかで、ハ 
ンドボールは極めて地味な存在 

であった。いわゆるマスコミの 
扱いも恵れたものではない。 

地道な努力を実らせてオリン 
。ヒック 出場権をつかみ、それを 
機会に「ハンドボール」の名を 
知る人ががぜん多くなった。 

上昇ムードの中での村田氏の 
受賞は今後にいっそう大きなは 
げみを与えたといえる。 

IHF 、 関西運動記者諸賢ら 
が斯界へ向けてくれた暖かいま 
なざしにおごることなく、これ 
まで以上の精進をつづけること 
こそ"栄光の評価，への報恩と 
いえよう。 ( X ) 
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オリンピック出場正式に決定 i 

晴れの代表は 12 名 ( Is ) に 速 

日本ハンドボ—ルのミュンへンオリンピック出場が正式に決まった。 ——今夏8月ミュンヘン (西 
ドィッ)で開かれる第20回オリンピック競抆大会への参加競扠につ V て検討を進めていた日本オリン 
ピック委員会 ( JOC ) は 3 月初旬の強化委員会で出場権を持つ 19 競技すベてに H ントリーすること 
を確定、 3 月 30 日 午後 4 時から東京•岸記念体育会館で開かれた臨時 JOC 総会で正式決定した もの 
である。 

日本のハンドボールチ—ムがオリンピックの日本選手団(デ レ ゲーション)に加るのは初めてのこ 
とであり、日本ハンドボール史上永く記憶されるべき快挙といえよう。 

注目の派遣人員については 3 月7 日と 21 日の 2 回にわたって強化妾と日本協会(荒 川 理事長、村 田 
オリンピック対策部長出席)が折しようを行ない、結果的には日本協会が JOC © 示す*少数精鋭 • 
実績優先主義"から割り出した役員1、選手11の計12名を了承、>•」©数字に決まった。注= フル エン 


トリーの場合は役員 2 、選手 16 。 

47 年度 ナショナルチ I ム決まる 

日本協会はオリンピック強化対リンピック対策部長、勝技術指導 
策と併行して男子ナショナルチ—部長からその骨子が発表された。 

ム編成の検討を進めていたが、3 それによるとオリンピック選手 
月4日の月例常務理事会で村田才は候補段階を含めてあくまで47年 


(詳報、解説など次号) 

度ナショナル チー ムのなかから選 
出するといぅ当初の基本方針を貫 
くこととし、昨年未に選考した 25 
名の候補選手(本誌第 94 号参照) 
をそのままメンバーに推せんした 
オリンピック対策部では代表選 


次候補は15名前後になろう。 

注目されるのはオリンピック候 
補からはずされてもナショナルチ 
丨ムとしてのメンバ—資格は残す 
という" 新解釈"だ。 ョ10ッパ 
諸国の採っているシステムがよう 
やく日本でも実現できたといえよ 
50 

当初の計画では、25名のオリン 
ピック第1次候補選手を2回の強 
化合宿 (2 月大阪、3月名古屋) 
後、20名程度にしぼり、そのメン 
パ—を「47年度ナショナル兼第2 
次オリンピック候補選手」とする 
予定だったが、2月の合宿中、村 
田オリンピック対策部長を中心と 
したコーチング•スタッフが新し 
い方針を打ち出したものである。 

6 月中旬に代表決定？ 

今後の方向について消息筋は、 

5月にヨー D ッパ遠征が実現され 


ム ㉝㉝ ㉛㉑㉘㉑⑬®®⑫⑭⑪⑤•④⑥⑤ . 


手決定までに第 2 次、第 3 次 . れば(別掲)、その遠征メンバーを 

と候補をさらにしぼる予定で第2 「オリンピック最終候補選手」と 


して発表するものとみており晴れ 
のオリンピック代表選手決定はョ 
丨ロッパから帰国したあとになる 
と予想している。 

荒川理事長も「コ—チと代表選 
手は全国評議員会、全国理事会 
(場合によっては合同会議〕を招 
集して決定したい」の意向のよぅ 
で6月中旬説が有力である。 

またオリンピックに臨むコーチ 
ング•スタッフは日本オリンピッ 
ク委員会 (JOC) の派遣ワクの 
最終指示が1名なため、難産とな 
りそぅでともかくも正式発表まで 
の期間は村田オリンピック対策部 
長がヘッドコーチとしてナショナ 
ルチームの指導にあたり、国際試 
合、強化合宿などのたびに 2 〜 4 

名のアシスタントコ^ —チがオリン 

ピック対策、技術指導両部から指 
名されることになつている。 

なお、女子ナショナルについて 
は6月の NHK 杯終了後、改めて 
話し合われる予定である。 


3J 3^ 3J 34 3J BJ 3J 3J 9J 3J-dj 3J 3J-dj 3^ 3J 3J 3J 3^ 

Ju 999222222229949 12733333333 合 
ナ年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年期試 
ョ 414144444444444444444744447444 K it ^= 
シ G り国 
ナ は入式 
子実彦行彦洋敏孝清二三二男夫博久行夫明誠治人豊二猛 1 K 本公 
男克誠敏一清憲武修光俊 正隆豊俊正要健，日は 
度 木 P 全字 
年野森田里田川田中井永藤実輪村海江淵橋原井梨藤岡々 F は数 
47 木近飯下本東早野藤中有斎新花大水大馬髙浅荒高佐松佐は月内 
和 F 年〇 
昭 FFFKKFFFFFFFFFKFFKKFFFFFF- • • 


全日本 男子、 欧州遠征具体化へ 


ミュンヘンオリンピックの 上位 
入賞を目指す日本協会は 3 月 4 日 
東京で開いた月例常務理事会で 5 
月から6月にかけて 全日 本 (オリ 
ンピ ツク 候補)をヨーロッ パへ 送 
りこみ強化の一環とするよう具体 
案をねることになつた。 


全日本男子のこの時期における 
欧州遠征は昨秋アジア予選終了直 
後からオリンピック対策部によつ 
て強く要望されていたもので、遠 
征費用については47年度一般会計 
予算外とし、特別基金を田村会長 
荒川理事長が、主に実業団オーナ 


I から協力を求めて充当させる。 

日本協会では、資金問題のほか 
相手国の受け入れ体制なども不安 
定な点があり遠征人員についても 
首脳 陣の見解が. 異なるため 4 月 14 
日の月例常務理事会で最終的な協 
議を行なぅ。 


2 





4 月中に抽せん 

〜オリンピック組み合せ〜 

組織委「競技要項」を発表 


省力化に貢献する 

工業ファスナーのコンサルタント 

给 II 大山商会 

大阪市浪速区元町2 丁目108番地電話（大阪） 06-632-2241 (:代表） 


ミュンヘンオリンピック 組 
織委員会と同 ハン ドボール競 
技組織委員会はこのほど今夏 
8 月 30 日から 9 月 9 日までミ 
ュンヘンを中心に行なわれる 

オリンピックハンドボ—ル址 g 

技の競技要項を発表した。 

競技要項は8章からなり英、独 
仏三ヶ国で発表されたが、注目の 
予選リ—グ4.組(各組4ヶー!)の 
組み合せ決定方法は第 3 章第 6 条 
で細かく規程、4月中に国際ハン 
ドボ—ル連盟 (IHF) と組織委 
員会の手で抽選されることが明き 
らかとなつた。 

組み合せの"原則"は一九七〇 
年(昭45)パリで行なわれた第7 
回世界男子選手権の最終順位を基 
にしたランキングを優先する点に 
ある。条文にもとずいてランク別 
を試みると 


▽第1ランクルーマニア(世界 

選手権1位)、東ドイツ (2 位)、 

ユーゴ (3 位)、 デンマーク (4 位) 
▽第2ランク西ドイツ (5 位)、 
スウ X 丨デン(6位)、チヱコ (7 

位)、ハンガリ ー(8 位) 

▽第3ランクソビヱト (9 位)、 
日本(10位)、 アイスランド (11位) 
となり、このほか出場権を得てい 

るノルウヱ—、ポ1ランド、スぺ 
イン、アメリカ、アフリカ代表 
(3 月30日に決定)の5ヶ国のぅ 
ち1ヶ国が第3ランクに、残り4 
ケ国が第4ランクとなる。 

予選リーグの組み合せはランク 
別された4ヶ国を ABCD の4組 
へ抽せんにょって振り分けるわけ 
で、同ランクの国が予選 リーグ で 
顔を合わせることのないょぅにし 
てある。 

言葉をかえれば予選リ—グ各組 
は各 ランクから 1ヶ国づ つの 計4 
ヶ国で編成されるわけた。 

〃ド—ビング，検査も明記 

会場については、ハンドボール 

はミュンヘンの大体育館(収容力 
一一、五七五名)だけでは日程が 
消化できないため予選リーダに限 
ってはボブリンゲン(五千名)、ア 
ウスブルダ(三千名)、ギョツビン 
ゲン(三千二百名)、ウルム(二千 
四百名)など 4 都市の体育館も使 
用されるのが目立つ。 

また、レフヱリーは 24 名でこの 


名簿は近く IHF から発表される 
といぅ。 

このほか、ド I ピング(興奮剤) 
コントロールについて第 2 章第 5 
条で「各試合後、国際オリンピッ 
ク委員会 ( IOC ) メデカル n ミ 
ッションが定めたさしずにしたが 
って ド—ピングに関する試験が行 
なわれ る」 と明記されている。 
〔本誌では後日「競技要項」を掲 
載する予定です】 

ジュニア•ナショナルの 

強化白紙へ 

高校生の日程が難行 

全国高体連は 2 月 13 日の定例全 
国委員会で日本協会が企画してい 
る 「ジュニア •ナショナル(男女)」 
編成と強化にっいて協讓、主旨に 
異論はないが、強化合宿の日程が 
予定では8月の全日本高校選手権 
直後、大会開催地でとなっている 
ことに難色を示し、強化計画は事 
実上白紙にもどった。 

全国高体連は選手権直後では早 
い ラウンドで 敗退した チームの優 
秀選手を残しておくことが難しい 

男子の優勝校には日韓大会が控 
えているなどで無理があり、また 
他の期間では学業などがからんで 
くるとしている。 

担当の日本協会技術指導部では 
夏期休暇後以外に好機はないとし 
て改めて検討しなおすことになつ 
た0 


日韓高校女子を検討 

全国高体連ハンドボール部は2 
月13日東京で全国定例委員会を開 
き、懸案の日韓女子高校交流を遅 
くとも来年度には実現させるよう 
検討を進めていくことになった。 

男子の交流はすでに6回を数え 
日本体協の日韓高校交歓競技会の 
実施種目になっている。 

全国高校.全国髙体連は来年度 

の開催地の全日本高校選手権 
を四日市市(三重)で、49年度は 
北九州市(福岡)で行なうことを 
決めた。 

なお、来年5月3日から沖縄で 
開かれる沖縄特別国体には「高校 
女子」が実施され名。 

財務担当に神田氏新任 

日本協会は3月4日の月例常務 
理事会で財務担当として神田清常 
務理事を新任した。これで未決定 
のままの 47年度事業予算は4 月中 
旬に組み立てられる見通しがつい 
た。前財務担当の森岡毅雄常務理 
事が勤務の関係で辞任されたため 
の交替である。なお、森岡氏は当 
分の間理事として残る。 

大分協会長に脇屋氏 

大分協会はこのほど新役員を次 
のように決め発表した。会長(日 
本協会評議員)、理事長とも新任。 
▽会長脇屋長可(日産サニー大 
分販売 KK 会長)▽副会長加藤 
享、疋田忠▽理事長福田稔(県 
立碩南高野津原分校) 





さわやかなバブルガム 

オレンジアップルストロベリ-バナナパインアップルグレーフ。 



〖カバヤ•リーフ株式会社•岡山市下石井卜 2-3 


荒川理事長 
に聞く 



新年度開幕にあたり本誌では 
日本協会•荒川清美理事長に 
当面する課題への対策、今後 
の抱負などを聞いてみた。 

(文責•編集部) 


—宿願のオリンピック參加が 
実現し、上げ潮ムードですがミユ 
ンへンへの抱負から聞かして下さ 

荒川理事長昨秋アジア予選で 
快勝して以後、私は機会あるごと 
に今回の宿願達成はナショナルプ 
レィヤ— のみの栄光ではなく辛苦 
の時代を耐えられて来た諸先輩、 
そして後につづくべき若い選手諸 
君など新旧一丸となった結晶であ 
るといって来たわけですが、実は 
ハンドボールが国内スポーツ界に 
一つの位置づけを.行な克るかどう 
かは今後の努力にかかっていると 
思うのです。その努力はこれまで 
以上に厳しいものでなくてはなり 
ません。 

-アジア 予選での快勝とオリ 

ンピック出場はたしかに多くの人 
たちに「ハンドボール」というも 
のを知ってもらえたと思うのです 
がこのム—ドをいっそう引きあげ 
るためにはどのような構想をおも 
ちですか。 

理事長私個人は金メダル至上 


主義を全面的に支持できないので 
すが、ハンドボ ー ルの理解を得る 
にはやはりオリンピックという場 
をステップにすることが最適であ 
ると 痛感しております。 

せっかく参加を果たした以上ミ 
ュンヘンでは好成績をあげるよう 
最大の努力を払って欲しいとオリ 
ンピック対策部長にも話しており 
ますし、 ここで 上位の成績をあげ 
ることが日本体協、日本オリンピ 
ック委員会 ( JOC )、 報道関係者 
をはじめ支援して下さつたすベて 
の人たちへの#お礼"にもなると 
思います。 

——上位入賞が目標なわけです 
ね。 

理事長悪くても8位には入っ 
て欲しいのです。 

—— 東欧圏の強豪が居並ぶほか 
ミュンヘンをきっかけに飛躍を遂 
げようとする国ばかり、卒直にい 
つて その中から8位に飛び出すの 
は容易ではないと思うのですが。 

理事長たしかに楽観は許せま 
せん。しかし日本人らしい技術を 


徹底してマスターし、小さくて% 
これだけのことができるのだとい 
う気力を示せれば必ずやよい結果 
がでると信じています0 

私はそれによってハンドボール 
というスポーツが日本人に適した 
ものだということを実証できると 
も期待しています。 

——大きな花が咲こうとする段 
階で具体的な対策がありましたら 
聞かせて下さい。 

理事長東京、大阪、名古屋で 
はいわゆるハンドボール関係者以 
外の人たちにもこのスポ ー ツが理 
解されはじめたとみています。そ 
の輪を拡げる努力としてトップレ 
ベルを地方に侵透させることを考 
えたいのです。 

かつて成果をあげたナショナル 
チームの国内サーキットやビッグ 
チ^~ムによる地方での公開試合な 
どを積極的に推進させ、時にはァ 
ウトドアでの実施も試したいもの 
です。 

これらの企画は『日本のハシド 
ボ—ルは強くなった、巧くなった』 


ことを強調すると同時にハンド 
ボ彳ル競技が老若男女誰にでもす 
ぐできるスポ—ッだという認識を 
植えつけることにも主眼をおきた 
いのです。 

——ブームを呼んだサッヵーに 
してもバレーボールにしても市民 
生活への密着が大きな要素になっ 
ているわけで、この点斯界は立ち 
遅れているようですが。 

理事長立ち遅れているという 
よりも、これまではともかく自分 
たちの囲いの中のものを髙搜化さ 
せることに手一杯で、外にまで力 
を伸ばせなかったのが実情です。 

——市民 スポ ーッへの進出に日 
本協会はどのようなプランがあり 
ますか。 

理事長底辺は底辺でという考 
えにそってむしろこうしたことは 
地方協会の手で行なう方が効果が 
あると 私は思うのですが-。 

愛知協会の「少年少女ハンドボ 
丨ル教室」などその好例でしょう 

もちろん日本協会としても講師 
の派遣や スラィドの 貸し出しなど 
できるだけのヵバ—は考えます。 

——ところで、宿命的な泣きど 
ころとまでいわれる財源の確保で 

^3 〇 

づ力 

理事長登録料などを財源とす 
ることには限界があり、どうして 
も事業収入を企らねばなりません 

高いレべルの試合を行なって競 
技収入をあげることを中心に考え 










るつもりですが、それにはハンド 
ボールの人気を高めさせねばなり 
ません。ミュンヘンでの成績が一 
つのヵギになるでしょう。 

ともかく、 ここ 一、 二年はハン 
ドボ—ルを行なっている人の協力 
を求めるほかないのです0 
日本協会の必要経費も切りつめ 
につめています。どの項目を とっ 
てももうこれ以上削り切れないと 
ころまでいってなお収支は見合わ 
ないという窮状を切り抜けるには 
関係者、チ—ムの負担以外ないこ 
とを判って下さい0 
また、機関誌などを通じて日本 
体協の競技力 向上 費やスポーッ振 
興金がどの程度なものかを理解し 
ていただきたい とも 思うのです。 

事業を行なうにも、男女の強化 
を進めるにも、世界選手権へ出場 


◊精神力の強化 

•ナショナル プレイヤーである 
ことを自覚し目標に対し意欲を 
燃やす 

_勝負根性に徹し勝利の執念を 
養ぅ 

•勝つための猛練習に耐えぬき 
厳しさをもたす 
•すべての動作に集中力を高め 
る 


するにも大半の部分は自分たちの 
手でつくり出さなければならない 
のです。これはアマチュアスポー 
ッとして当然の態度です。 

(編集部注•昭和 46 年度の体協競 
技力向上費は百九十八万円、スポ 
—ッ振興金は六十万円) 

——女子へのバックアップが足 
りないという声にはどう感じられ 
ますか。 

理事長たしかにミュンヘン、 
ミュンヘンで男子偏重でした。 

しかし男子と同じように強化し 
なければならない ことは 忘れてい 
ません。実業団に歯が立たない学 
生界の現況打開、高校チームの有 
望選手の力をなんとか引き伸ばす 
方法はないか、といった ことを 中 
心に学連関係者や高体連関係者に 
会って話し合い、圧倒的な実業団 


◊体力の強化 

•走りまわり動きまわってもへ 
ばらない体力づくり 
•筋力の強化 

•強化合宿以外のときの体カト 
レーニングの強化指導 
◊防御力の強化 

.•防御技術の反復練習にょり防 
御体力の強化とあわせて気力の 
充実をはかる 

•ヨーロッパチームの強力な攻 
擊を阻止できる防御力をつける 
•頭脳を使っての組織力の強化 
◊攻撃に日本チ—ムの特徴を活か 


の実力を中心として国内のレベル 
アップを当面のテーマにするつも 
りです。 

-オリンピック出場を機に 

"日本協会〃も一つの転機にさし 
かかっているというみかたがあり 
ますか。 

理事長日本のハンドボール界 
も大きくなりましたし成長してい 
ます。これまでの仕組みや運営態 
度がマッチしないようなら改める 
ことにやぶさかではありません。 
人事面での若返りは時間が解決す 
ることではないでしょうか。 

-このほか理事長として是非 

手がけたいことはありますか。 

理事長今夏初めて実施する全 
国中学生大会は是非とも成功させ 
たいものです。 

中学の大会を開くにはタテの組 


す 

•速攻を最大の武器とする 
•強力な防御に対し得点をとれ 
る攻撃力をつける 

•コンビネ^―^ションプレ—に 

■早さ、変化、正確さを身につけ 
た組織力の強化 
◊基礎技術の徹底 

•忠実なプレーを身につけ ミス 
をな くす 

•スピード、力強さ、正確の増 
強 

•個人の能力を高める 


織が不充分ですので、協会あげて 
万全を期すつもりです。 

また、審判の国際進出も念願な 
のですが、国際ハンドボール連盟 
のホルル委員長もそれには国内に 
おけるレフヱリ—のレベルアップ 

が不可欠だといっており、充分心 
がけたいと思います0 

アジア予選以後、報道関係者の. 
協力にも感謝しています。 

マスコミ対策は斯界でも遅れて 
いたことなのですが、やはりプレ 
スに採りあげられ、目を向けてい 
ただくたくにはそれだけの活動や 
実績がなくてはなりません。この 
姿勢を中央、地方問わず徹底させ 
るつもりです。 

-長い時間ありがとうござい 

ました 0(3 月20日東京体育館で) 

"五輪正式参加を喜ぶ" 

荒川理事長は 3 月 30 日、日本才 
リンピック委員会 ( JOC ) によ 
るオリンピック出場正式決定のあ 
と報道関係者に次のように語った 
V 

海外で開かれる国際的な競技会 
の日本選手団にハンドボ—ル代表 
が加ることは史上初めてであり実 
に嬉しい。 

派遣人数は最低選手14名を要求 
していただけに不満が残る。オリ 
ンピ ック での実績がないチ—ムゲ 
—ムは、ベンチに入れる人数から 
1を引くという JOC の"方針" • 
は今回眼りのものであって欲しい 


男子ナショナルチ—ム 
強化 方針 


5 — 



訪韓日本実業団女子選抜軍 

▽団長 田中滋章（ 35 )全日本実連理事長 
▽監督 近藤金博（3の東京重機監督 
▽コーチ 池田鉄哉（ 3 〇)日本 ビクター 監督 
▽総務 田口侑義（ 33 )東北ムネカタ監督 

GK 長岡範子 （21) 東京重機 16〇 

和田祥子 （20) 大崎電気 167 

佐藤玲子 （20) プラザー エ業168 

FP (主）蓮見二三恵 （26) 日本 ビクター 167 
佐藤あや子 （20) 大崎電気 167 

村中佐千子 （ 2 D 大洋デパート I 65 
広森和代 （20) 田村紡 165 

八重樫優子 （ 22 ) 日本 ビクター 16 3 
蔵田照美 （21) 大洋 デパート 163 
村上朋美 （21) 東京重機 163 

藤浪泰子（ 2 〇) プラザー エ業 
金村美代子（ 2 〇) ブラザー エ業1明 
伊賀かほる (22) 東北 ムネカタ 154 
辻 敏子 （20) 田村 紡 15 4 

右の数字は身長（<®) 


《本格派》 

スポーツ»1装 

•ハンドポール_ペースボール 
參ゴ/レフ♦スイミング鲁スキ— 


純競技仕様 

=すぐれた機能は美しい= 

デサント製品はすべて 
本格派の名にはじない 
く純競技仕様〉……その 
孤高の世界へ肉迫した 
成果をご着用下さい。 


THE BEST 

for typical sportsmen 
original by 

4^ses.cshts 

スポーツ 服装専門 メーカー 

株式会社デサント 


「日本実業団女子」が韓国遠征(縫) 


全日 本実連は3 月 20日名古屋で5月中旬韓国に遠征する「日本 
実業団女子選抜チ— ム」 の役員4名、選手14名 ( GK 3、 FP 11) 
を決め発表した。日本の女子チ彳ムが韓国に遠征するのは史上初 
めて。 I 行は 5 月中旬訪韓し、 10 日間5試合を行なう予定。 


昨シ—ズン実業団の白花醸造、 
学生の梨花犬が来日、これまで閉 
ざされていた日韓女子交流がにわ 
かに活気づいたが、日本から女子 
チームが韓国に遠征するのは初め 
てであり特筆すべきことといえる 
発表されたメンバーで注目され 
るのは、いわゆるべテランは蓮 
見、八重樫の日本ビクタ 1 3ンビ 
♦たけ、あとは実業団の有望な若手 
によって占められ、昨冬の第4回 


世界女子選手権(オランダ)に出 
場した全日本代表選手が一人も加 
っていない点だろぅ。 

日本女子界に圧倒的な勢力をも 
つ全日本実連が、次の世界選手権 
(注 •一九七四 年モスクヮが 有力〕 
への強化対策を日本協会にさきが 
けて スター トさせたともいえ、各 
方面からの注目と支持を得よう。 

nl チングスタッフの 意気 ごみ 
も高く3 月 4日から名 古屋で強化 


合宿を行なって備えている。 

韓国の実力はトップにある白花 
醸造が、昨夏の全日本実業団選手 
権(熊本)で3位の成績をあげた 
ことから推察できるが、そのごい 
ちだんとパヮーアップしているよ 
うだし、日本戦法の研究も充分と 
みられる。遠征のハンデなど考え 
あわせると日本チームも楽観は許 
せない。 

対戦 チームの 正式決定は4 月 上 
旬となろう。 

■なお、遠征 チー ムは4 月 14 日 午 
後3時30分から名古屋•愛知県体 
育館で世界選手権代表と公開試合 
(兼世界女子選手権報告試合〕を 
行なう予定だ。 

全日本女日本協会は日本実業 
子の陣容団女子選抜と対戦す 
る「全日本女子」のメンバ I を次 
のよ5に発表した。 

▽ n — チ井薫(大洋デパ—卜監 
督〕 V GK 小原(大洋デパ I 卜) 
北岡(爱知教員 ク) V FP 垂水 
枝尾、渡辺、三宅、米、島田(以 
上大洋デパート)牧野、滝口、古 
佐原(以上東京重機)寺尾、三浦 
(以上大崎電気)三毛(田村紡) 

NHK 杯の女子実連代表 
は選考試合で…大洋デは決定 
全日本実連は第19回 NHK 杯全 


日本選抜大会 (6 月.大阪)の女 
子実連代表3 チー ムをいずれも単 
也チームと し、このうち1チ—ム 
を大洋デパート(熊本)に決定、 

残る 2 チームはセレクション マツ 
チで選ぶ。 

資料とすべき昨シーズンが世界 
選手権のため、各 チ ー ム とも主力 
メンバーを欠いた対戦が多く、残 
留軍で和歌山国体を優勝した大洋 
デ。ハート以外 の チームには 決定的 
な推せん理由がないことによる。 

試合は 4月29 、 30の 両日名古屋 
のプラザ ー エ業体育館で行なわれ 
るが、各チ—ムがベストメンバ1 

で戦うのは昨年 7 月の全日本実業 
団以来、新戦力を加え、セレクシ 
ョンマツ チとはいえ今年の女子実 
業団球界の勢力を占う意味でも注 
目される内容となろう。 

なお、男子の2代表は大崎電気 
(埼玉〕と他のチームからの選抜 
軍になる予定。 

【女子選考試合日程〕 V 4 月29日. 
予選リーグ<!組=田村紡(三重) 

X 東京重機(東京)、東京重機 X 大 
崎電気(埼玉)、田村紡 X 大崎電気 
同 B 組=ブラザ 1H 業(愛知) X 日 
本ビクター(茨城〕、日本ビクター 
X 東北ムネカタ(福島)、東北ムネ 
カタ X プラザ—工業、 V 30 日、代 
表決定戦 A 組1位 XB 組2位、 
B 組 1 位 X A 組 2 位 
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近く実施要綱を発表 

準備進む全国中学生大会 


新年度事業のうちミュンヘンオ 
リンビックと並んでもつとも関心 
を集めている「第1回全国中学生 
ハンドボ！ル大会」 (8 月18.19 
日愛知県青少年総合センタ—)の 
準備は着々と進み3月下旬になっ 
て全国中学校体育連盟の共催も本 
決りとなるなど順調だが初めての 
試みとあって、運営上の諸問題が 
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からんで大会の具体的な実施要綱全額負 ia 
が発表されるのは早くとも4月中 また、 
旬とみられ場合によつては原案のも二、一| 
一部変更もあろう。 特こ、 
学校教育外活動として開かれるクのうち 
スポ—ッ競技会は、青少年運動競れと異る 
技中央連絡協議会の承認をうけてックは| 
実施に移されるわけだが、今回のも含む— 
日本ハンドボール協会の計画 1 C 対ある。 
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して全国中学校体育連盟は「大会 
参加者並びに引卒者につとめて負 
担をかけさせない」 ことを 強く要 
望、このため日本協会では大会予 
算の具体的な算出を急ぎ宿泊費の 
全額負担を正式決定した。 

また、大会の具体的な運営面で 
も二、三の問題が生じている。 

特に、全国中体連の布くブロッ 
クのぅち「関東」が日本協会のそ 
れと異る点——中体連の関東ブロ 
ックは一都六県のほか新湯、長野 
も含む——は早急に調整が必要で 
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M 技法も当所は3チームずつ3 
組の予選リ—グのあと各組同位者-^ 
同士で順位決定リーダが予定され、； r ,, f::k 
ていたが、先の全国会議(評議員 
会•理事会)で参加チ-ムを s と 
したため端数が生じ全面的 fc 再検^^ 

討することになりそう 。0 
このほか参加者に対する保険や _ 

大会 H 程のこまかい部分について.；一 g 
も課題があるようで普及部と愛知>|一2 
協会(開催地)はこのところたい 一_ 
へんな忙しさ、当初予定した3月：；. 

中の実施要綱発茨はムリとなった 一® 

ようだが、4月中旬までには全ぼ.一.|?^| 

うが明きらかとなろう。半恒久的，115^ 

な大会開催基準要綱も同時発表さ：！！!^ 

れる 。’ W 
なお、中学生大会運営の万全と 一 
円滑化を企るため日本協会に設け；. 

&れた「屮学 R 3 題委員会」は各ブ. .；'.:.- r / 

ロックからの委«選出を急いでい1 !•,> 

【中学問翅委〇:会】▽委員長荒川"-- r_f 
清美▽常任委員渡辺慶寿、入江 K 
暢一、栗脇嶷、嶋田新太邱(以上 y 
日本協会)、西川勤也(愛知協会)^/ 
▽委員熊田栄一 ( 東北)、森田正 
英(近畿)、宍戸幸 一 C 九州〕、=北 ^ 

海道、関東、北信越、東海、中国 0-. 
四国は未報告 (3 月25日現在) ^1 

(注)全国中学校大会初の会場地は ^ 
愛知県爱知郡長久手町に新設され ^ 

る愛 - S 県青少年公園内にある。 関 
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THW . キ—ル (0) 底力示す1 il 

西ドイツ選手権 3 回の優勝を誇る名門 「 Tv •ハッセ ー •ウイン タ—べ ック•キ ー ル」(略称 TH 
W •キ ー ル) を迎えての日独国際親善試合は 3 月14日から 20 日まで名古屋と東京で 3 試合を 行った。 

ミュンヘン オリンピック強化試合として行われた第1戦はアジア予選以来久々にナショナルチーム 
が登昜、辱意の&攻と巧さを増したデイフ X ンスをみせて快勝した。 

しかし、単凼チームの対戦に よる 第 2、3 戦はキ ー ルが今シーズン西ドイツ 3 位にふさわしい底力 
を発揮し 連勝、2 勝1敗の成績を残して 3月22 日離日した。このシリ ー ズは昭和 13 年 9 月のヒットラ 
!ユーゲントとの対戦を第 1 回に国内では 9 回目の日独親善試合であった。なお、日本協会では引き 
つづき 4 弓 2 日から昨年度西ドイツチャンピオン「グルンワイス•ダンケルセン」を招いて富士市、 
名古屋市、大阪市で各1試合を行ぅ予定である。 


速攻冴えた全日本 


Ifs 


後記 


第 1 戦•全日本との試合は 3 月 
14日午後 6 時 31 分から名古屋市の 
愛知県体育館で行われた。審判= 
山田計、稲石三二(ともに国際審 

全日本^=^15! . 
得〇 0201001421011 

げトルンンルクスンッーツン 
ノクテーープゼパッー 

【ル r : ールレルル r 一0) 
イークレノー レユン C 

[+ ホエバプモべハニべグシチ 

{/ --- 、 

KP 
G _ F / _ 

本大ス品鋇災鋼気銅大大大大 MT 

な製 JliA ; 製屢 HHib 7 

教|力 J 央体 
3ィナ同海同崎同浦浦 
日阪ク京 

立大ヮ大東大大大芝芝中日 
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渕田野中永田田井江実木海〇 
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S 馬本木藤有野飯中大新佐氷— 
#0 05322410030 2 


判員)観衆=約二千五百 


村田 弘 

(全日本ヘッドコーチ) 
}|〇…全日本に絶体 
勝ちたい意欲に燃 
/ C 氏一える THW キール 
巧_|は至宝ポィントゲ 
で島 I ッター、アーレン 
刀光ー ゼン (ナショナル 

如 | プレ！ヤ l 179 cm )、 

ー チームリー ダ ー ベ 

に 一 

ス I テランストラック 

xyj が不参加、その上 
バ|丸一日の遅れから 
M j 時差ボケと疲労で 
は j 迎えた第一戦は精 
本 一 神面と肉体面でア 
_ |ンバランスの状態 
II にぁった0 
111 全日本は第一、 
第一二次合宿は体力強 
I 化が主な目的で第 
i 二次合宿の最終日 


に迎えたこの試合に対しコンビネ 
丨ションは充分とはいえなかっ 
た。戦前の予想では全日本がキ— 
ルの得意とする力と技をミックス 
した □ 1リング戦法、ボールを握 
っての変化とスピードのフヱント 
技術をいかに防御し、日本の武器 
とする速攻で勝負できるかであっ. 
た。全日本の作戦は相手のはげし 
い攻撃に対し徹底して防御を固め 
出鼻を砕く意味で速攻を成功させ 
n ンディションの不調をついて積 
極的にゲ—ムを展開して行く、合 
宿でやったいく〇かのフォーメイ 
ションプレーを大いに試してみる 
ことにした。そしてこのゲ ー ムの 
目標として、失点11、12点、得点 
18、19点とした。どちらかといえ 
ばやりやすい相手と予想した。 
〇…この試合は全日本にとってミ 
ユンへンへの小手調でもあった。 

試合開始1分サィドシユートを 
マークされていた野田がフォーメ 
イショ ンプレー により逆サイドを 
強引に跳びこんで先行した。その 
後ミスと決め手のないゲームを繰 
り返して8分見事な速攻が藤中に 
出た。 ジャンプ ー番 ボー ルは GK 
の足に好守された。 310 となる 
ときだけにこの不成功は、やっと 
全日本がリズムを掴みかけてきた 
時だけに痛かった。 GK の好守を 
きっかけに意気上ったキールは全 
日本の防御ミスをついて3分間< 
3点を連取し12分2 —3 と逆転。 
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ス （ THW 会長） 
リンガ— 

• シェンフエルト 
シエ”-ハ— 


THW • キール来日メンバー 


era 

ホイダト （24) 会社員 176 

エ‘ —ルテル （20) 軍人 185 
パグーン （33) 警官 183 ® 

プレーン （30) 警官 182 

モール （24) 公労員 175③ 

ベルク （28) 鉄道員 174③ 

ハルブス (25) 技師 181⑨ 

二—ルゼン （29) 化学技師198⑨ 
ベルツ （27) 学生 181⑧ 

グレ—パ— （21) 軍人 185⑥ 
シュッツ （21) 学生 178 © 

チンマ—マン （18) 学生 183③ 

来日メンバーはこのほか渉外役員，随行記者など 
4名同行 

◦内数字は日本における得点数 

〇印ナショナルメンバ—◊印兀ナショナル 
△印ナショナル B 
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たその後両 チーム はもたつきな 
がら20分迄5 15 と一進一退が続 
いた。しかし、次第にキ—ルは疲労 
が見え始め脚が止ったのに反し全 
日本はやっとリズミカルに動き出 
し、スピー ドと個人技でにぶった 
防御を圧倒し4分間に5ゴ—ルし 
て前半を11|6で終了した。 

〇…5点差で迎えた後半全日本は 
フォーメィションプレ—を展開す 
るスビ I ドを^^.^0、ぅ. まく リズム 

に乗らず個人技と速攻で9点をあ 
げた。キールも疲労で攻守に精彩 
なく、リードで余裕のある全日本 
の防御にさえぎられたがフ i ント 
から繰り出す早いシュートモーシ 
ヨンで点をあげた。特に、ヴヱル 


ッの素早いシュートが印象的であ 
った。結局 20111 で終了した。後 
半は前半の点差と+1ルの実力が 
発揮できないため全日本もそのべ 
丨スに はまり、迫力を欠きゲ I ム 
にするどさを失い盛り上りのない 
ゲームに終った。キールの条件の 
悪かったのが残念といえる 
〇…攻撃面では全日本の特徵とす 
る速攻がいまひとつ判断力の悪さ 
からくるボ I ルの展開が遅く、セ 
ットオフェンスにおいてもっと口 

ングシュ ー トをねらっていかねば 
ならない〇プレーヤーがロングを 
打つより回した方がうまくいくだ 
ろうと ロングをねらう判断力と勇 
気に欠けている。ねらうことによ 


ってポストプレ^~が生きてくるし 
相手の防御に猛威を与えるのであ 
る。防御面は相手に対するつめが 
遅いため相手の攻撃活路を開きシ 
ュ I 卜に結びつけた。もっと受身 
の防御でなく攻勢の防攻で立ち迎 
っていかねばならない。選手層の 
よくなったことはメンバーチ X ン 

ジを しても 戦力の低下もなく作戦 
転換ができるよぅになったこと、 
特に若い選手の進歩が大きい収獲 
といえる。この試合でも七人の選 
手が ポィントを あげたことは誰で 
もがやれる自信をつけたといえ 
る。 しかし 個人技は力強くなった 
とはいえ今後の練習で持てる個人 
技を生かしスピードと変化に富ん 
だ正確な組織力の強化が大きな課 
題といえる。 

〇…本場から遠隔の地にあるため 
壁の厚い、当りのきつい防御に対 
する攻撃、ボールを握っての スピ 
—ドに乗ったフ X ント技術等国際 
試合の経験不足からくる"ヵン" 

の悪さが目立った。 

キールチームからはゴールに対 
する 執念から くる シュ ートの フィ 
ニッシュの強さ、 フヱン ト動作の 
スピード、 GK の瞬発力と感の良 
さは学ぶべきものがあった。 

全日本はミュンヘンに向ってキ 
丨ル戦で得たものを生かし今後猛 
練習により一歩々々前進し目的達 
成まで、けわしい道であるが責任 
を持って努力して行かねばならな 


い。(日本協会オリンピック対策 
部長) 

富士クと第1戦パ PM 0; セ 

日本協会は 「 GW •ダンケルセ 
ン」との日独親善試合日程、メン 
パ—それに第3戦の全日本の陣容 
(選手 18 名)などを次のょぅに発 
表した。ダンケルセンは昨^一-度の 
西ドイッチャンピオン、今年度は 
西ドィッリーグ北部地区3位。 

〇……日 程……〇 
▽第1戦、4 月 2日15時、対富士 
ク(静岡•富士市富士見高校体育 
館)▽第2戦4日 18 時30分対 
大同製鋼(愛知県体育館)▽第3 
戦8日14時対全日本(大阪市立 
中央体育館=毎日5-.¥中継) 

〇……来日メンバ—……〇 

▽nl チ スバ ヌス 、マ イソ— ル 

(兼 FP ) VGK メイ ヤ—、 〇 力 
丨ルハ—、ギ1ゼキング、 V FP 
バ丨ルラッハ、スルク、ドレッゲメ 
イヤ 1、へ—ルストケッタ—、レ 
—ゼ、ジュラ —、〇ムンク、0ベン 
ク、ブ—ルメイスタ—、 プッシュ 
へ身長 2 m )、 〇クラマ ー、 リョッ 
ッケ、クロッケル。〇印はミュン 
ヘン•オリンピック 候補選手 

〇……全日本……〇 
▽ヘッドコーチ 村田弘 VGK 下 
里、本田、大村、馬渕 VFP 近 
森、飯田、東、藤中、野田、中井 
木野、早川、有永、斉藤、氷海、 
大江、新実、佐々木 


9 












全日体大の善戦実らず 

終盤 III ルゼンの快投許す 


第 2 戦•全日体大との試合は 3 
月 18 日午後 5 時 35 分から東京•駒 
沢屋内球技場で行われた。審判= 
安藤純光、岡前義春(ともに国際 
審判員 y 観衆=約千八百。 

+ TH 1 W か17(107|| 6 8)14全日体大 


#.006041012021 

d トルンンスツツクーンルン 
"'ダテゼープッパ 

ィーー クル ユレレ パ 
[+ ホエニパハシペペダプモチ 

K P 
'G ; F 
_J))))))))))) 
大 B 役役役 B 役役役役役役 
本〇現現現〇現現現現現現 

(CCCCCCCCC 

日村岡原林海田井先沢野田 

ほ大松浅小氷藤喜河古高細 
得〇 3440210000 
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観戦記 杉山茂 

(NHK 運動部) 

〇……全日体大はいきなりマンツ 
—マン.ディフヱ ンスを布いて長 
身のキール選手を追いまわした。 

体格では劣るがスタミナに自信 
のある全日体大、早目々々に相手 
をつぶしてミスを誘い得意の速攻 
へ結びつけようとするこの作戦は 
一応成功したとぃってょぃ。 

立ちあがりこそ7 MT や F T か 


らの攻撃をぅけてポイントを奪わ 
れたが、13分20秒速攻を小林が実 
らせ3 13、14分40秒松岡(全日 
本)が豪快なシユ I 卜を 決めて4 
—3 としたあとは先手をとりつづ 
け氷海(全日本)の好リードと浅 
原(全日本)、小林のシャープな動 
きで多彩な攻撃を展開、 18 分 40 秒 
21分20秒小林の連続ゴールで 6 — 
4としたあたりは堂々たるものだ 

った。 

〇……キールの本領が発揮された 
のは前半なかばすぎからだ。特に 


西ドィツでも定評があるといぅ守 
りの強さは、リ—ドは与えても試 
合の主導権までは奪われないシン 
のあるところを見せた。 

ベルツ、ハルブスらを軸とした 
中央部の堅さ、 FP と GK ホィグ 
卜との連けいプレ . —などさすがと 
思わせ、全日体大は6 1 4、 8 丨 
6 、917と三たび3点差をつけ 
るチャンスをつかんだのだがいず 
れも巧みにそのあとの攻撃を封じ 
こ、まれ、逆に1点差に詰められて 
しまった。ここらがキヤリアの 
差であり、本場のトップチームの 
"力"なのだろぅ。 

〇……後半、全日体大は 2 分 30 秒 
919に追いつかれたが、ショー 
卜。ハスからの変化技で先行、スタ 



ンドを沸かせた。 

20 分 30 秒牛—ルはハルブスが強 
引に全日体大デイフェンスの中央 
を突破して 13113 とこの試合 8 度 

目の タイス コアにもちこんだ。こ 
こでベンチは後半8分から休ませ 
ていた 198C01 のニールゼンを繰り出 
しこの起用がみごとに当たった。 
〇…ニールゼンは 22 分 30 秒、右 45 
度から全日体大デイ フ X ンスがや 
やさがり気味なのを見るといきな 
り投げおろすよぅなシュートをほ 
おりこみ、 23 分 40 秒には正面、 25 分 
には右 45 度といずれも 11 〜 12m の 

ロングシュートを決め、あっとい 
ぅまに 16113 とスコアを開いた。 

全日体大はひるまず 26 分 40 秒藤 
田が1点を返したが、終了 30 秒前 
モールにダメを押され善戦空しか 

った。 

〇……劣勢とみられた全日体大が 
ファイトにあふれた攻守で試合時 
間の大半を優勢に進めたこともあ 
ってなかなか見応えのある試合で 
あった。 

それだけに、最後のところで二 
1ルセンへのマークに甘さをみせ 
一気に勝負をつけられてしまった 
のは惜しまれる。 

キ^— ル各選手のもつ たくましさ 
とヨーロ ッパチ ー ムには珍しい速 
攻の巧さ、冷静でクリーンな試合 
運びは印象的だった。 


ナツリヒテン紙 


H . グツチェ 
記者に聞く 


THW. キールに西ドイッ有数 

のハンドボ—ル記者へルムト•グ 
ッチュ氏(ヰ—ルナッハリヒテン 

紙)が同行して来日、編集部のイ 
ンタビューで次のように語った。 
V 

日本のナショナルチームは一九 
六九年キ—ルで見た時より格段の 
進歩をしている。特に守りがよく 
なった。プレイヤーでは GK 本田 
がズバ抜けていた。彼はヨーロッ 
パのどの国へ行っても第一線で活 
躍できるだろう。 

THW •キ—ルは一応その実力 
を発揮していたと思う。旅の疲れ 
で第一戦は鋭さがなかったが全日 
本とはベストコンディションで対 
戦させてみたかった。. 

西ドイッ球界も金メダルをめざ 
して必死だ。つい最近、しめ出さ 
れていたルブキングがナショナル 
に復帰した。我々記者団があと押 
しをしたのだが、彼のカムバック 
決定でクランッ技術委員長が辞任 
する一幕もあった。 

このほかシュミット(グンメル 
スパッハ=昨春来日)が6年連続 
全国リ—グの得点王の偉業を逸し 
話題となっている。新得点王は力 

ルレル(グロスワルス タト) だ。 
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日本八ンドボ-ル協会公認球 
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サー ビス部 

新宿 ( S 新宿2丁目窀俘前 
TE し （341)2979 -1016 


S 月運動用 SKK 

東京者&墨田区横川橋4•了目6 
丁 E し本戸斤（622) 0746 



大崎、後半に疲れのぞく 

目立つハルプスのた くまし さ 


最終戦(第3戦)大崎電気との 
試合は3月20日午後3時8分から 
東京体育館で行なわれた。審判= 
嶋田新太邱、安藤純光(ともに国 
際審判員)、観衆=約三千 
+TIHI • mgu 49 v-K 崎電気 

観戦記 荒川清美 

(日本協会理事長) 

〇 . 西ドィツ3位と全日本1位 

彼我の実力差を知るぅえにも興 
味ある一戦であった一 
し、大崎有利の期待|け 
をかけて注目した。は 
大崎は先行されな ^ 

がらも 16 分すぎから ツ 
巧くたたみかけて4 ,-70 
ゴールを連取、 8— |の 
6としてそのまま調|浪 
子の波をつかむにみ一は 
ぇた。 

しかし、そのあと j ユ 
すぐに F T からグレ1© '> 

1パーに返されたの|ン 
が結果的にはひびい I W 
たと思ぅ。 一一 
キールは FT から j れ 
あまり小細工せず長198 
身者が ダイレクトに| r . 

射ってくるケースが j 


掲〇 01425402202 

^]トルンツンスーンツンルク 
ノグテーゼプパ--" 

ールルル7—ー ル 
%ー グ i ルレレ,; 

[4ホエバべニハグプシチモべ 


E ] 里下藤田森口藤井上野} 

[* 下岩近飯近谷佐荒井旗€ 
得〇〇110314 03 〇〇13 

▽交替選手 〔大】 FP 西村、沢田 
(ともに得〇) 


□ ……一口にいってまじめなチ 
—ムであった。 

日航機の機体調整で来日が一 
日遅れ、到着翌日名古屋に移動 
一してすぐ全日本と第一戦という 
:強行日程にもほとんど注文をつ 

I けず、しかも試合後の記者会見 
では「たとえ旅の疲れがなくて 
も、我々はこの位のス n ァで全 
日本に敗れただろう」(ダ—リ 
ンガ—監督)というほど。 

タィトルのかからぬ親善試合 
だから、といってしまえばそれ 
までだが謙きょなマナー、 タリ 
丨ンなチ ー ムプレーは日本の フ 
ァンや関係者に好印象を与えた 
ょう だ。 

□ ……本国でもキールの人気は 
高い。六千八百人を収容できる 
ホー ムコートは いつも満員で、 
このところずっと観客動員数で 
はリーグ|の記録をもつ。 

すでに今秋始まる次の全国リ 
—グの入場券を売り出し上々の： 
滑り出しというのだからすごい 
今回の遠征は去年と今年の好 
成績のご褒美、市とクラブが経 
費をもってくれたそうだ。一試 
合の純益が二百万円近くぁり、 
その台所はかなり裕福とみた。 

□ ……クラブのメンバーは約千 
二百人、このうちハンドボ^ —ル 
部員は三百人だという。来日し 
たチ—ムはクラブのトツプクラ 


スで、このほか19のチ—ムを編 
成、 ジュニア チームは昨年全国 
優勝している。チンマ—マンは 
その時の H 丨ス、層の厚さがう| 
らやましい。 

試合ぶりはグンメルスバッハ 
(昨春来日)などとは比べもの 
にならぬほど地味、しかしソツ 
のない攻守でスマートさがある| 
人気の秘密もここだろう。 

□ ……来日直前、看板のナショ| 

ナルプレイヤ丨•ア丨レンゼン！ 

が国際試合のため居残り。ベテ 
ランのゲー ムメーヵーで 物理学 
者の肩書きをもつストラックも 
夫人の出産で遠征をとりやめた 
ため強烈な個性を感じるプレイ 
ャーは見当らなかったが、もと j 
もと守りのチ—ムだという。 

今シーズンの西ドイツリーグ| 
でも総夫点を 149 C 14 試合)にお 一 
さえ1位、反面、攻撃力が今| 
つで下から二番目だった。 

□ ……これまで西ドイッ選手権 j 
で3回の栄光に輝やいているが一 
全国リーグの組織が大幅に変っ 
たあとは今シーズンの3位が最一 
高。ダーリンガー監督は「有望 
な若手が順調に育っているので 一 
来シーズンは優勝を目指して頑 
張る」と張り切っていた。 

4月来日の GW •ダンケルセ 
ンと今季は1勝1敗。 

(S) 
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多い。そこを読んで大崎ディフ X 
ンスは詰めるべきだった。せっか 
くの2点差をこれでキープできな 
かった。 

〇……このプレーに限らず大崎は 
シーズンオフだったせいか個人の 
判断力にもぅ一つ欠けるところが 
あり、攻防両面でそれがつまらぬ 
ミス (失点)につながって いた。 

そこへいくとキールはさすが基 
礎的な展開力に全員が富み、しか 
も一つのプレーに実に忠実だ。若 
いプレイャーが出た場合、プレー 
ン、ベルツ、バグ1ンらのべテラ 
ンが巧くリードしていたのも目立 

IHH 

ャングパヮーを率い"名門再 
建"を目指す THW ,キールのハ 
イン•ダーリンガ I 監督( 49 歳) 
は往年の名 FW 。" 神様"といわ 

れたべルンハルト•ケンパ氏との 
コンビで11人制の西ドイッ黄金時 
代(世界選手権2連勝) を 築き、 
一九五六年(昭 31 )には西ドイッ 
ナッショ ナルの一員として来日し 
ている。それ以来、日本のハンド 
ボール界にも深い関心を寄せる同 
氏に〃 16 年ぶりの日本"を聞いて 
みた。 

——最初に来日した時と比べて 
日本の印象は 

ダ—リンガ— 監督すベて変わつ 
てしまった。東京や大阪などは 
ヨーロツパの大都会と同じよう 


った。 

大崎は要の近森(全日本)がフ 
ル出場できず(注•左ヒザの負傷) 
それならそれで、 もぅ 少し飯田、 
東(ともに全日本)あたりが他の 
選手を動かさなければいけない。 
〇 ……後半 919 の あと キールに 
勝機を与えるきっかけとなったプ 
レ ー も若さがでたものだ。 

林がポストへバックパスを送つ 
たのだがこれが暴投、相手の逆襲 
をうけ 9—10 とされた。林は前半 
18 分、同じようなパスを東に送つ 
て鮮やかに成功させており自信が 
あったのだろうが、相手が追いあ 


になり、日本らしい建てものな 
どまったくないネ。残念な気も 
するが、これは日本の経済力を 
示すものなのだろぅ。 

16 年前に会った荒川氏や的場 
氏(益雄氏、元日本協会常務理 
事)ら日本の友人たちに再会で 
きたのは嬉しかった。 

-日本チ^—ムの実力をどぅ感 

じたか。 

ダ監督3年前、キールで西独ナ 
ショナルと対戦したのを見てい 
るので、その進歩には街の様子 
が変ったほど驚かなかった。 

-3年前と比べてどうか 

ダ監督はるかに強くなっている 
アジア予選の快勝を聞いていた 
が、ミュンヘンでもこれならか 


げム—ドにのり、しかも大事な同 
点機とあれば、危険の多いトリッ 
キ—なパスは考えものである。 

〇……後半12分 13110 からべース 
は完全にヰ—ルのものとなり、大 
崎はまったく元気をなくした。 

なんとか傷口を広げぬ努力がこ 
こで欲しかったのだが、ほとんど 
ノ^マ^クで シュ^卜 を射ちこま 
れ 、たまり かねて近森が登場した 
時は 17110 とサキが見えていた。 
〇……ヰ—ルは昨春来日したグン 
メルス パッハの スケ ールには及ば 
なかったが、バランスのとれてい 
る点ではさすが西ドイツのトツプ 


なりやれるだろう。特に60分間 
スピ—ドが落ちないことや、空 
間を利用したプレーは大いに參 
考になった。 

-オリンピックで日本は ベス 

卜8に入れるだろうか 
ダ監督ミュンヘンに出場する各 
国を全部見ているわけではない 
ので正確なことはいえない。予 
選リーグの組み合せにも左右さ 
れょう。 

——日体大、大崎電気は、 

ダ監督速いプレーがいい。日体 
大の選手のジャンプカも目につ 
いた。 

——日体大や大崎電気は単独チ 
丨ムとして西ドイツの全国リ—グ 
に出れるだろうか。 


チームといぅだけのものはあり好 
印象を残した。 

個々の選手ではハルブスのたく 
ましい動きが一際目立ち、特にボ 
1ルをキャッチしてからシュート 
を放つまでのモーションの速さは 
すばらしかった〇この他控え〇压 
エールテルのまじめなプレーが目 
についた。 

ラフな 傾向に流れるといわれる 

最近のョーロッパハンドボール界 
だが、キールはどのようなケース 
でも必要以上にエキサイトせず、 
フヱア なプレーに終始したのはな 
によりもすばらしかった。 


ダ監督ちょっと答えにくい(笑) 
もう 少し考えるハンドボールを 
する必要があるのではいか。両 
試合とも後半になって我々が差 
をつけたのは、同じようなプレ 
—が多すぎ展開の先が読めたか 

らだ。パスもショルダー。ハスば 

かりだ。 

—— 印象に残った選手は 
ダ監督全日本の GK 本田だ。 
——日本へのアドバィスをお願 
いしたい 

ダ監督 ロングシューターに人材 
がいないと思う。もっとも日本 
人はあまり大きいと運動神経に 
欠けるのかも知れないが……。 
審判員はおおむねよかった。 


ダ—リンガー監督訪問 
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ソビエト、ノルウ H — など勝つ^ ifpail 口 


ミュンヘンオリンピックョ 

1 ロッパ地域予選は 3 月 15 日 
から24日までの6日間 スぺィ 
ンのパルセロナなど8都市に 
16 ヶ国が参加して行なわれソ 

ビエト、ノルウ XI 、ボ1ラ 
ンド、アイスランド、スペイン 

の5ヶ国が出場権を獲得した 
これでミュンヘン大会に参 
加する 16 ケ国のうちアフリカ 
地域代表を除く15ケ国が出揃 

つた。 


フランス、オランダ敗れる 


▽同 B 組 

才1スト0^11 I 10ノ 9 

リア 2 ,9 1 9 

ォランダ16(106||55)10 


フランス 


An) 


19 オランダ 


バル J ( n ) s フランス 

ブルガリ 5 へ 6—4 )1 才 1 スト 
ア 1 V 9 i 7 yl リア 

フランス39711^ォランダ 

この結果、才—スト リア、. ブル 
ガリアが代表決定リーグ戦に進出 
両国の順位は、①才—スト リア 
(得失点差 1) ②ブルガリア(〇) 
▽同 C 組 


♦予選リ^—グ A 組 

アイスラ〇へ5 —5 ノ〇フインラ スペイン 

ンド 51 lojl ンド 
レルゥェ 29(141511011 ベルギースィス 

G スラ Alnw ' ベルギ-スペィン 
ly ルゥェ An 二 r ノラスぺィン 

ノルウ X 410—74 ァイスラひ^セシ 
1 1て —7 J 1 ンド フノク 

フインラ8へ17 |8)5べレド この結一 
ンド 上21 —7 jl へノキー 代表決定， 

AJ の結果、ノルウ H —、 アイス 

ランドが代表決定リーグ戦に進出 V 同糸 


ルクセン 
ブルダ 


スィス叉 89 M 97 )S ン 
スぺイン40(241^123)5イギリス 
スイス370||2〇丫イギリス 

スぺ ィン待 1 r;K ン 

スペイン19&8 llM 75 y 12 スイス 

弯 Alulr ィギリス 

この結果、スペイン、スイスが 
代表決定リ—グ戦に進出。 

▽同 D 組 

ソビエト s (1310 ll 426 w ルトガ 


ポ^ラン 

ド 

ポ^ラン 

ド 


14ィタリア 


一 i フン四 (1712 H 63 VI ルトガ 

ソビエト 37(15221155)10 イタリア 


1^ッパ予選 

1 ルトガ liilu ' lr ィタリァ 

ソ1 ( n 13 h - r ラン 
この結果、ソビヱト、ポ—ラン 

ドが代表決定リーグ戦に進出。 

アイスランド、ポ—ランドも 
. 5番目の座に スペイン 

♦代表決定リ—グ1組 

ノルゥエ7へ7 1 4 ノ1ブルガリ 
I 11317 Y ァ 

アイスラ5へ12——8ン9才|スト 
ンド 2(13—11 J 1 リア 

ノルゥエ9へ 913 ノ—才1スト 

I 11016 」リァ 
アイスラ9へ8 —5 ン〇ブルガリ 

ンド 1 V 11 I 5 ア 


ノルウエ1><アイスランド、ブ 
ルガリア X 才—スト.リアの両試合 
は予選リ—グの記録を適用。 
【順位〕①ノルゥ H — 勝ち点5点 
(得失点差 16 )@アイスランド5 
点(15)⑧ブルガリア2点④才— 
ストリア〇点、この結果ノルウ H 
1、アイスランドが代表権を獲得。 
▽同2組 

K f ラン^. 011U16 スペィン 


【順位】①ソビヱト勝ち点6点②ポ 
I ランド4点③スペイン2点④ス 
イス〇点。この結果ソビエト、ポ 
I ランドが代表権を獲得。 

♦ 第5代表決定戦 


スペイン 


-1.4.5 ノ5フルカ It 
——10 Y ア 


K f ラン 又 n 16 スペィン 

ソビエト22^1210 M 75 U 12 スイス 


ポ—ラン 

K 


アイスラ 
ンド 


才丨スト 
リア 


a 126! i 76 )s スイス 


ソビヱト 22(11111110 5)15スペイン 

スペイン X スイス、ソビエト X 

ポ—ランドの 両試合は予選 リ ー グ 
の記録を適用。 


この結果スペィンが代表権を獲 
得。 

なお、失格国にょる順位決定戦 
の結果この大会の7位以下 16 位ま 
での順位は次のとおりとなった。 
©スイス®才—スト リア 旬フラン 
ス⑩ルクセンブルグ⑪フィンラン 
ド⑫ポルトガル⑬オランダ⑭ ィタ 
リア⑮べルギー⑯イギリス。 

また代表権獲得5ケ国による対 

戦の結果、ソビエトがノルウ X 丨 

を 15114 で破り1位となった。 


光嶋氏の試合写真-_ 

n 西独誌の表紙飾る|_ 

本誌にも毎月のようにすばらし 
い試合写真と原稿を寄せていただ 
いている大阪•光嶋磯雄氏( 40 歳 



日体大出、府立八尾高教論、大阪 
協会審判部長〕の アジア 予選を題 
材にした作品が西ドィツの専問誌 
「週刊ハンドボール」1月12日号 
の表紙を飾った。=左掲 
親交のある国際的なハンドボ— 
ル写真記者ハンス•アブフヱル氏 
(西ドィツ) ヘアジア 予選のスナ 
ツプを送った ところアプフ X ル氏 
が権威ある同誌に推せんしたもの 
韓国戦 n 月20日■大阪〕で野 
田が射ちこむ迫力に満ちたシ—ン 
だ。このほか 31 頁 fc も 6 枚の傑作 
が並び光嶋氏の略歴などを紹介し 


光嶋氏はかっての全日本代表 
( GK )、 大阪ィーグルスをホーム 
クラブに 最近まで国内の第一線に 
あった。ハンドボール写真に凝り 
はじめたのは10年ほど前。すでに 
二千枚近く撮りまくり、将来は8 

画も手がけたいといぅ。 

ビッグゲ ー ムとあればカメラを 
片手に東に西にとび歩く光嶋氏は 
まったくのハンドボールの虫だ。 

めったに外国の作品を載せぬ西 
ドィッ誌の表紙 —— 光嶋氏の"国 
際進出" fc 大きな拍手をおくりた 

い。 
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- r 単独国際交流規程」を施行— 

日本協会は本誌既報のとおり2月の全国評議員会と全国 
理事会で懸案の「日本ハンドボール協会単独国際交流規 
程」を異議なく採決、47年4月1日から施行する。 

これで日本協会は「日本協会規約」のほか5規程1規則 

をもつことになつた。 


C 前文〕本程規を「日本ハンドボ 
1ル協会単独国際交流規程」と呼 
ぶ。 

日本 ハンドボ！ル協会は各都道 
府県協会、各加盟団体(以上いず 
れも下部組織を含む)及び日本ハ 
ンドボール 協会登録 チ—ムが個々 
に国際交流を行ぅことを承認する 

ただし実施にあたっては次の各 
項を守らなければならない。 

〔1〕外国速征 

ィ、出発予定日の6ヶ月前に日 
本ハンドボール協会あて次の内容 
の企画書を提出する。ただし東南 
アジア 地区への通征は3ケ月前と 
する。 

遠征チ—ム名、渡航先、渡航期 
間、相手国交渉先、予定試合数、 
渡航理由、遠征メンバー、責任者 
名、渡航経費の負担者 

口、企画.提出後3ヶ月経過の 
時点で日本ハンドボール協会あて 
企画中間報告書を提出する。 

ただし、東南アジア地区につい 
てば1ケ月経過時点とする。 

C 2〕 外国チ—ム招待 

イ、招待予定日の6ケ月前 1 C 日 


本ハンドボール協会あて次の内容 
の企画書を提出する。 

招待チーム名、招待期間、相手 
交渉先、予定される日本での日程 
来日メンバー、招待理由、招待責 
任者名、後援者名、招待経費の負 
担者(招待条件を含む)、日本にお 
ける身許保証者 

n 、 企画書提出後3ヶ月経過、 

1ヶ月経過の2回の時点で日本ハ 
ンドボール協会あて企画中間報告 
書を提出する。 

ハ、実施される試合の審判員は 
日本ハンドボ—ル 協会の推せんに 
よるものと する。 

〔3〕日本ハンドボール協会は提 
出された企画書に対し次の場合に 
企画の停止、延期、再検討を勧告 
することができる。 

ィ、日本政府が国交していない 
国のチ^~ムとの交流 

口、国際ハンドボール連盟未加 
盟国のチ—ムの文流 

ハ、 非 アマチュアチームとの 交 

流 

二、企画書および企画内容を不 
完全と判断した時 


ホ、提出された企画内容が日本 
ハンドボ—ル協会にとって不利益- 
なものと予測される時 
ス〕日本ハンドボ—ル協会は本 
規程に基く国際交流については一 
切経費の負担は行なわない。また 
企画実施中に生じたトラプル、傷 
害についても一切責任を持たない 
〔5〕 原則として企画終了後 1 ヶ 
月 以内に日本ハンドボール協会あ 
て報告書を提出する。 

〔6〕日本協会に登録された「個 
人」のぅち1人以上4人までが個 
人の資格で海外ハンドボール研 
究、指導、試合、トレーニングな 
どに行く場合については特に拘束 
しない。 

ただし第3項に触れる場合には 
予め日本ハンドボール協会に届出 
て指示をあおぐこととする。 

〔7〕前ぶれなく来日した外国チ 
丨ムとの交流などについてはその 
都度原則として日本協会常務理事 
会が審議する。 

〔8〕 本規程に違反した場合は日 
本ハンドボ—ル協会懲罰委員会の 
裁決にょる。 

〔9〕 本規程は昭和 47 年 4 月 1 日 
から施行する。 

ィ、正式復帰までの沖縄 
チ—ム招待および沖縄通征につい 
てはこの規程に準じる。 

「登録規程」を I 部変更 

日本協会は2月の全国会議(評 


議員会，理事会)で加盟金、登録 
金などの値上げを決めたが (= 本 
誌既報)それにともなって「日本 
協会登録規程」の一部を次のょぅ 
に改正した。 

第4条(個人の登録〕一般の部(男 
女)の個人登録はチーム所在地 
現住所、勤務地、通学先などの 
区別なく I 人が3チームまで重 
複登録することが出来る。一般 
の部、学生の部に登録される個 
人は登録金を必要とする。 

第7条(個人の追加登録)個人の 
追加登録は認められる。ただし 
追加登録金を添え遅くとも競技 
会申込み締切日までに手続きを 
完了した場合に限る。なお、高 
校チ—ムに登録する生徒は追加 
登録金を必要としない。 

<編集部•注>「単独国際交流規 
程」の新設は各国協会レべル以外 
での事業がいっそ5盛んになるこ 
とを予想してタィムリーな施策と 
いえる。この分野に関しては斯界 
は閉鎖的なム—ドが濃かったの♦た 
が、新規程の施行でむしろ積極化 
されそぅだ。同時に国際交流とい 
えば必ず日本協会が表面に立って 
いたわず ら わしさも軽減される。 
将来はこの規程も必要なくなろ5 
「登録規程」の改正は、学生チ 
.—ムから も個人登録料(一人百円) 
を徽収する点が主なものだ。 
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千代田印刷機製造株式会社 


東京都千代田区猿楽町1〜5 —18 
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〇支社 横浜，千葉，福岡 

〇工場 立川，九州 

◦出張所 大阪，宇都宮 


19 C 万円の純益を予想 

オリンピック予選協賛事業 


日本協会がァジァ予選(昨秋11 
月、東京ほか〕の運営費を補ぅた 
めに行った協賛事業の結果がほぼ 
まとまり、同事業を管理した資金 
委員会(委員長•嶋田常務理事) 
から中間報告 (2 月末現在) され 

オリンピック日本ハンド 
I ボ—ル応援団の募集 I 

8 月 26 日からミュンヘンで 

開かれる第20回オリンピック0 

ハンドボ—ルはベルリン大 

会以来 36 年ぶりに実施され日 
本も宿願の初出場を果たすが 
8 月 29日から9 月 4日まで 
(予定)ミュンヘンでハンド 
ボール競技を観戦、日本代表 
を応援する計画が進められて 
いる。 

経費はョー n ッパ各地見学 
(全行程20日間〕を含め三八 
五、000円(但し入場券. 
旅券代、注射代その他個人的 
費用は含まず)で、人員は 40 
名限り(先着)。 

申しこみ、問合せは名古屋 
市千種区豊年町3の37、タョ 
シ産業•田中滋章氏(全日本 
実連理事長)。〔電〕〇五二( 731) 
一四四六。 


た。 

.それにょると同委が全国に頒布 
した記念バッヂ、同ネクタィピン 
特製パッヂの三品計二万二千個の 
94%が消化され、純益は百九十万 
円近くあがりそぅである。 

当初、純益目標額は百八十万円 
におかれていたが、頒布期間が短 
かいことなどもあり達成に不安の 
声も間こえていた。しかし全国の 
理解と協力は大きな実りをあげ、 
日本代表の快勝も手伝って順調に 
捌かれたょぅだ。 

日本協会ではこの中間報告とと 
もに改めて全国各位に感謝の意を 
表明している。正式な決算報告は 
頒布金の受納がすみし•たい行われ 
る予定である。(注. 2月7日現 
在、純益髙七四九、七00円、未 
収金一、一七八、六00円) 


全日本学生は 11月13日から 
6月に男女日韓 交流 

全日本学連は 3 月 20 日東京で全 
国理事会(全国学連代表者会議) 
を開き、メインエベントである第 
15回(女子第8回)全日本学生選 
手権の会期を11月13日から17日ま 


で大阪市中央体育館に内定した。 

また、第6回日韓学生交流とし 
て韓国学生男女代表を招き6月10 
日から19日までの9日間男女各4 
〜5試合の予定で準備を進めるよ 
う申し合わせた。いずれも正式発 
表は4月の新役員選出後に行なわ 
れる。 

なお、日本協会を通じて今夏来 
日の希望を寄せていたパリ大学男 
女は受け入れ態勢が充分でなくこ 
とわることになつた。 

席上、日本協会への納入金増額 
が話題となり、学連をはじめ底辺 
への環元を日本協会が積極的に考 
慮す るよう 申し入れる ことにした 
各学連の現況報告では関東が今 
春から 5 部制(男子)を布くこと 
を明きらかにした。 

愛知教員ク爱知教員クは3月 
が台湾遠征25日から29日まで 
初の台湾遠征を行い、台北、高雄 
などを転戦、4戦4勝した。 

なお、 3 月 30 日、日本遠征に向 

かう GW •ダンケルセン(西ドィ 
ッ)が合北に立ち寄り地元選抜と 
対戦、38—17で勝った。 

事務局の新潟•茨城両協会の 
住所変更事務局所在地が次の 
ように変わった。 

▽新潟柏崎市東本町1の6.の8 
「佐渡五」旅館気付 
▽茨城水戸市東原 3 丁目水戸市 
立第一中学住谷稔気付 
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mmW 強カナイロン糸卷構迠 

hand ball 

完全球形に対する強靱さ、バウンドの正確さ、そしてダイナミックな弾 
性と抜群の耐久性、このミカサの“完璧なボール，,が生産量、輸出量とも 
に日本一、また世界屈指のビッグメーカーにしました。 

日本/、ンドポール 協会検定球 

明星: T ムエ業株式会社 

広島•東京•大阪.福岡•名古屋•札幌 





女子世界選手権 

遠征レポート⑵ 


世界選手権をふり 
返って 

寺尾由美子 

今回の世界選手権大会は女子に 
とって六年ぶりの海外遠征という 
ことで、ハンドボー ル関係者の期 
待を一身に集めて私達は十一月に 
日本を離れました。 

外国選手になれるということで 
大会迄のーヶ月間をデンマーク、 

スウヱ1デン、ル1マニア、フラ 

ンス 、ドィッを回り各国で三〜四 
の親善試合を消化し、十二勝二敗 
という好成績でオランダ入りをし 
本大会に臨んだのですが、御期待 
に 添う ことが出来なかったことを 
非常に残念に思います。 

大会を終えて改めて世界選手権 
大会とは厳しいものだと痛感させ 
られ又、私達の想像以上に国と国 
との戦いには激しいものがありま 
した。 

日本人と外人との一番の違いは 
.技術というよりパワーの差だと思 


いました。しかし大切なことはい 
つどんな時にでも自分の力を十分 
発揮出来ることだと思います。 

外国選手はこの様な大きな大切 
な試合の時でも自分達の試合の前 
の試合を最後まで観戦しその後10 
分位体を動かしてすぐ試合に臨み 
ます。それでもレディーピーと同 
時に10の力を発揮します。 

日本の様にアップが少なければ 
試合が始まってもしばらくは調子 
が出ないというのではありません 
それは一日 一、 二時間の週二、三 
回という少ない練習量からくる練 
習方法の違いの現われだと思いま 
すが、やはり私達も自分の コンデ 
ィションを よく知り短時間でも自 
分なりに仕上げるという事を習慣 
づけたいものです。 

外国選手は個人技に走らずチ— 
ムプレーに徹しています。 

各自が自分のポジションの役割 
をよく知っており確実にその役割 
を果たしております。 

だから、少しでも無理だと思わ 
れるシュートは絶対打たないで、 


より確実なところへとボ—ルを回 
し確実に得点するといった攻撃方 
法でした。 

又見逃せないことの一つにゲー 
ム運びのうまさがあります。 

例えば自分のチ I ムがリードし 
ている時の時間のかせぎ方とか、 
反則が行なわれた時のボールの扱 
い方など……。 

防御面で目についたのは、何と 
いってもフットワークのよさで し 

た。欧州では中学生、高校生、一 
般とはず.時間中フットヮークで 
動いています。 

それがごく自然に行なわれてい 
るのです。 

背の低い私達が長身の外人に相 
対するには個々のディフ X ンスの 
範囲を広げることの出来るフット 
ヮークが最も大切な事だと思いま 
した。 

最後に、年齢的に日本と比較し 
てみ ますと 欧州はすごく幅が広い 
です。ナショナルプレーヤ—だけ 
をみ ましても、 日本の二十一歳か 
ら二十四歲に対して、欧州では十 
八歳から三十歳すぎにまで及びま 
す。実際に二十七〜八歳で一人、 
二人の子供のいるママさん選手や 
ナショナル 経験十教年の キャリア 
をもつ 三十歳すぎのプレーヤーが 
第一線で活躍しております。 

練習量とか年齢層については、 


私達はただ驚くばかりでした。 

こうしてニケ月にわたる遠征も 
終り、いろいろと勉強させられま 
した。実際に見たり、勉強して来 
ましたことをこれからのハンドボ 
1ルに役立たせたいと思っており 
ます。 (FP •大崎電気) 

初めて本場の技術 
に接して 

三毛直子 

ョ ーロッパ 遠征から帰りーヶ月 
半たちました。ニヶ月もの長い間 
欧州の技術に接していろいろ学ぶ 
ことができました。最初の訪問国 
デンマークは勿論未知の土地であ 
りその上初めての外人選手との試 
合ですので、、何をするにも不安が 
先走り思うように試合を運ぶこと 
ができず相手の長身を生かした攻 
撃に相当苦戦をしましたが、後半 
はかたさがほぐれ私達のスピード 
の方が一枚上で勝ちつづけるこ 
とができました。三ヶ国目の親善 
国ルーマニアでは二敗してしまい 
ましたが、 ルーマ-ーアト レーナー 
のブリエルさんに日本チームの弱 
点とするデフ X ンスについて詳し 
く指導してもらいました。特にシ 
ュ ー ター に対するデフエンスの詰 
めと ポスト プ レー ヤ ー のつぶしな 


女子欧州レポート 
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どことこまかに説明してもらいま 
した。このよぅにルーマニアや各 

国で学んだ事を頭に入れて本大会 
開催地、オランダ入りをしまし 
た。ここでは、大会前にユ ー ゴス 
ラビアと練習試合をしましたが、 

ユーゴチ—ムは身長に関係なく誰 
もがどのポジションでもこなせる 
オールラゥンドプレーヤーを理想 
としていることを学ぶことができ 
ました。低い人はポスト、髙い人は 
ロングシュートとだいたい決めら 
れている日本の考え方とは大分異 
なつていると思いました。いよい 
よ大会を迎え本当の欧州技術を自 
分の目で確かめる事ができまし 
た。特に勉強になったのは、手足 
の使用です。絶えずボクシングス 
タィルで体を動かし、デフ X ンス 
六人のコンビネーションの良さは 
すばらしいものがあり私達はボス 
トプレーを行なぅ余地がほとんど 
ありませんでした。手の使用に d 
いてもャニの利用が上手なせいか 
自由自在にプレーをすることがで 
き、動きながらのパス、，視野外の 
走りなど多種多様な攻擊をしてき 
ます。どこの国のポストプレーヤ 
1でもシュートに対する執念深さ 
は実にすばらしいものです。必ず 
7m に結び C- けております。この 
ように外人選手のプレーは目をみ 
はるものがたくさんありますが、 


ただスピ—ドある速攻にはかけ.て 
いるように感じました。やはり身 
長の差がある以上日本チームとし 
てはスピ—ドで相手を惑わし、す 
ばしっこいプレーをしてこそ通じ 
ると思います。私達は大会ではよ 
い成績を収める事はできませんで 
したけれど、少しも引けをとらな 
かったように思います。その敗因 
は、結局プレ—ではなく精神面だ 
けだと痛感しました。このニケ月 
の欧州遠征で私の頭にもっとも強 
く残ったことは、 

一、 試合に対する駆引の巧妙さ 

二、 ボディコント.ロールの利用の 
ろまさ 

三、 やろうとする根性とねばり 
以上の三つであります。この二 

ケ月間の遠征で体得した数々の事 
がらを活かし、今後の練習に精魂 
を傾け最善を尽して頑張りたいと 
思います。最後にこの欧州遠征に 
いろいろお世話下さいました方々 
に深く感謝致します。 

(FP •田村紡) 

スゥ H -^デンでの 

試合と生活 

渡辺須和子 

11月5日夜スウヱーデン(ボー 
レンゲ)着 


日本を離れてまだ3日目、長時 
間の飛行機の旅、デンマークから 
スゥ X 1 デンと、異 B での生活環 
境•習慣等、異った面ばかりで、 
気持の落ち着く暇もなく、スヶー 
ジュルも強行軍でぁった。夜から 
降り出した雪も、翌朝は積雪200111 
を越し、辺り一面真白、銀世界の 
素晴らしさは、熊本育ちの私達か 
ら見ると、年に1^2回降っても 
積る事のない雪を踏みしめたのが 
スゥェ^—デンとあって、すごく印 
象的でした。町中がきれいに整備 
され、塵一つ無く、家々の広い庭 
には芝が植られ、出窓にはかなら 
ずと言っていい程花が飾ってあり 
気持よく感じました。人々の性格 
もノンピリして他人に関心を持た 


ず、自由に生きているといった感 
じです。隣りとの境は何処で区切 
られているかわからない程、見渡 
す限りの土地、牧場には人影もな 
く、狭い所でひしめきあぅ日本を 
考えますと夢の様です。 

ここでは2試合行ない、11月6 
日、クラブチームとゲーム 

19(127 M 4 7 1111点の失点中7本 
の7 メ-■トルを許した事は問題だ 
//. II 月7日、早朝ホテル出発、 
次のゲーム地、ストックフォルム 
迄約3時間30分のバスの旅。午前 
中市内観光(美術館、博物館、才 
ペラ劇場)午後クラブチームとゲ 
— ム20^1010 M 83 }11>- J の日も7 
メ ートル6本のポィントを許す。 
私達にとっては、2ゲ—ムで13本 


☆女子欧州レポート 
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写真はいずれも 7 位決定リーグ，日本ーノルウヱー戦から 


トヨタと共に躍進するセントラル 
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と空とでは勝手が違う長い旅、そ 
して時差の関係で朝昼夜のめ まぐ 
るしい変化、それにともなつての 
数度の食事、初めの内 こそ 喜 こん 
で食べていたがその内に食欲もな 
くなり食事恐怖症となる。 よう や 
くの事で着いた空港は朝の七時、 
パスポート等の手続で一時間かか 
りデンマ—クハンドボ—ル協会廻 
しのパスにと乗るが八時と云うの 
に外は薄暗く北国特有の どんより 


☆女子欧州 レポート 



0 7 メートルを与えた事で、特に 
ディフヱンスの強化を痛切に感じ 
ました。外国選手は、日本人選手 
に比べて身長、スタミナがあり、 
ボ—ルを握ってのパスプレ—が上 
手で、パスモーションからシュ丨 
.卜、パックパス、フックパスを容 
易に使っていた。私達のディフエ 
ンスで最も悪かった所は、相手が 
ジャ.ンプシュートする^^ムロスピー 
ドがあり守りながらも押されゴー 
ルラインを踏む、また、ポストに 
ハスが入るとそのままボ^ルを握 
り中に飛び込む為、後ろから引っ 
かけるよぅな形になる。"即 " 7 
メートルの判定。相手のヵットイ 
ンに対し故意に手で突いたり、ホ 
丨ルディングすると警告または警 
告無しの退場である。こぅいった 
点については、日本の審判判定と 
相当な違いがあると思われます。 
やはり国際経験の少ない私達にと 
って、自分の身体でぶつかり身に 

つけなくては . 。それにはまず 

第一に、早く外国選手に慣れる事 
であり、国際試合がどんなものか 
を覚えなければならない。私達に 
与えられた課題は、 一、ディ フ X 
ンスの強化だけ。一一、常に足を動 
かし軽いボクシングステップを踏 
む事。三、ポストプレイヤーを横 
に置かず、自分の背後に位匱させ 
片方の手はかならず相手にタッチ 


しておく事。今後の目標は7 メー 
トルスロ ーを出来るだけ少なくし 
て行く等々。しかし攻撃面に於て 
は、日本の技術がはるかに上で、 
動き、パ スワークにしても 相手 チ 
丨ムに 感嘆させる場面も多く、相 
手から学び取るものは余りなかつ 
たと思います。これを機会に、近 
い将来日本が世界に挑戦する時期 
がくると思いますが、自己の持つ 
プレーに益々みがきをかけ、頑張 


り度いと思います。 

(FP •大洋デパート) 

デン マーク での試 
合と生活 

垂水秀代 

日本を発って一七時間、初めて 
の異国コぺンハ^ —ゲンにと着く。 
汽車の旅は慣れているとは言え陸 


—1〇 — 










^ 国際ハンドボ ー ル連盟 (IH 
w F) は第 4 回世界女子選手権の 
《総評を IHF 公報第 92 号で大要 

以次のよぅに述べている。 

\ ( 夂 E 魄 ) 

ル V 

^ 第4回世界女子室内選手権は 
的 IH F 副会長ァルベルト•サン 
か 口 —マン氏の提唱によって、世 
ザ界でもっとも美しい国の I つで 
ルあるオランダにおいて、世界一 
流の女子プレィヤーを集めて開 

I かれた。 ±1\ tr*t 
一美しぃ国で行 仲一14ぼ 
**** なわれた大会の Y 
_なかで最も優美 〜 +!f 
A であったのは日 I 
**.< 本であった。そ 
从れは桜の花の美 
《しさにも似て、彼女らはル—ル 
一■にきわめて忠実な模範的なプレ 
M — を示してくれた。 

^ ョーロッパ各国は身体的接触 
W の多いラフなプレ—と意図的な 
反則によって試合を進める悪い 
~傾向が目立ち、しかも嘆くべき 
*** はそぅしたプレ^ —が試合の勝敗 
M を支配していたことである。 

か 全世界のハンドボール関係者 
?が女子ハンドボ ー ルを女性のス 
ポ—ツとして発展させたいと思 


J 盟 (IH ぅならば、この傾向は明きらか 誇っ， 
V 選手権の にマィナスである。 ル- 
!号で大要 なるほど強豪チーム同士の試 ドィ 
〇合はスリリングであり、作戦面 もつ， 
〈田魄) 技術面に関する限り非常に高い 各試， 
レべルであった。しかし芸術的 いた. 
:選手権は でフヱァなハンドボ—ルを行な 一流. 
:卜•サン っていたのは日本だけだったの 示し' 
5って、世 である。 東： 
1の一つで ョーロッパ各国もスピ—ドと 一、 

-、世界 I パスプレ—を多くしたハンドボ 敗れ. 
J 集めて開—ルを行なおぅと努力をしてい もの_ 

芸術的だった日本 

〜世界選手権後記 ( IHF 公報)〜 


誇った。 

ル—マ)ーア対ハンガリ—、西 
ドィッ対デンマ—ク戦が延長に 
もつれこんだのをはじめ各国、 
各試合がほとんど実力伯仲して 
いたことは男子と同じよぅに、 
一流チームが多くなったことを 
示している。喜ばしい。 

東ドィッ、ユーゴ、ハンガリ 
1、ルーマニァ。それに予選で 
敗れオランダに来られなかった 

もののソビエトとチヱコ。この 

6ヶ国の実力は 
抜群で現代のベ 
ストチ^—ムとい 

) 〜 ぇょぅ。 

緊張、ドラマ 


東ドイツ完ぺきの心技誇る WIJU ， 


なかったわけではないが、少く 
とも日本のょぅに女子のハンド 
ボールの女性的魅力を発揮させ 
るまでにはいたらなかった。 

新しく世界の女王となった東 
ドィツはすばらしいチームであ 
り、技術的にも身体的にも完全 
なコンデ ィシ ョンであった。速 
くてダイナミックなハンド ボー 
ルを得意と し、 強い意志力、完 
べきなハンドリングはチヤンピ 
オンと呼ぶにふさわしい実力を 


きは、そぅした展開を望み期待 
した多くの観衆を充分に満足さ 
せたであろぅ。いくつかの香狂 
せを折りこみながら、トップレ 
ベルの充実を裏づけた申し分の 
ない大会であった。 

プレスの選んだベストセブン. 

= VGK ッ丨バ ( 東独 ) VFP 

ホクムス、クレスマ(東独)ス 
夕—ビンスキ1、スジク(ハン 
ガリ I ) ベルコイアーヌ(ル丨 
マニア)クネセビク f ユ 1 ゴ) 


した天候、それも陽が昇るにつれ 
て沿道の木々の紅葉、四角て赤い 
レンガの屋根等が広々とした田園 
風景によく溶け込み明るい世界へ 
と変化する。そうしている内に最 
初のゲ ー ムの地 コル ー リンに着き. 
疲れを取る間もなく数時間後にゲ 
丨ム、着いたらすぐゲ I ムと言う 
事は覚悟していたものの日本を出 
る時に言われた事が早くも実現、 
第一戦目のデンマークではナショ 
ナルチームだから大差で負けるだ 

ろう . と色々な不安もあったが 

デンマークとはオランダでの世界 
選手権で顔を合わせると言う事も 
重なりどの選手の顔にも緊張感と 
•ファィトが見られる。八時に試合 
開始旅の疲れで体が重いか…… と 
思っていたが以外と軽くそれまで 
大きい大きいと思われた相手の上 
背さえも余り気にならず前半6: 
6、後半8 : 6の計14対12で勝つ。 
7 メ ータスロ - —を日本でのゲーム 
以上に取られた事には驚ろく。日 
本人の場合相手と比べてみるとど 
うしても小さくポストにおいても 
後ろに少しでも廻られたら必らず 
と云つていい程7 メー タス ロー。 
翌日のゲーム前の注意事項は昨日 
の反省とし•て7 メータ I を三本以 
内に押えると云う事だったがこの 
ゲームでも六本も許すと云う事に 
なり勝つ事は勝ったが約束事が守 
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られない結果となった。 

攻撃面の場合は小さい事を逆 
に利用してプレ—出来るが バック 
に於ては少しでも大きく見せるよ 
うに手の位置などを考え早目にボ 
I .ルをつぶし常に フットヮークで 
足を動かし瞬間的にも自由に動け 
るように心がけておく事が必要だ 
ろう。このゲ|ムでの7 メータは 
ここを振り出しに本番に望む私達 
にとりよい教訓となった。翌日は 
船で n ペンハーゲンに渡り人魚の 
像をみたりするがゲームゲームで 
うるおいのなかった気持の中にア 
ンデルセンの童話が浮かび誰を待 
つのか淋しく海をみつめている人 
魚の姿がいじらしくまた可憐にも 
みえ、見ている私達を思わず童話 
の世界へと誘い込む。きれいな街 
いたるところの青銅の造り物、そ 
して海辺の人魚の像、デン マーク 
は伝説と童話の国でもありました 
( FP 大洋デ。ハート) 

ルーマニアでの試 

合と生活 

米恵美子 

デンマ丨ク、スウヱーデンでの 

日程を消化し私達にとって、ハン 
ドボール技術、生活面において興 
味深い共産国のルーマニアに入つ 


た。この国での八日間の生活は、 
予想以上に私達に深い印象を残し 
てくれた。十一月八日、朝早く、 

ストックホルムに別れをつげ、同 
日五時十分にブカレスト空港に到 

着、テンマ^- ク、スゥ ヱ^デンで 

は短かい日程で各地を転戦し、移 
動の連続で落ち着く間もない強行 
スケジユールの毎日だったが、こ 
の国では首都ブカレストの同じホ 
テルに八日間滞在することになり 
やっと腰を落ち着け国柄やこの国 
の生活様子を知ることができた。 
ここでは、遠征初めての自由行動 
も許され、小人数にグループを組 
み買物や観光に出かけた。ブカレ 
スト市内を歩きながら町行く人々 
の服装、店先のゥィンドーに並ぶ 
旧式の電気製品、世界の流行から 
はるかにとり残されたファッショ 
ン、町並の古い建物、それらがす 
り減った石畳の道路にマッチし想 
象した共産国のィメ I ヂそのまま 
でした。数少ない近代建築の幾つ 
かは軍事関係の建物や大学、ホテ 
ルなどの他わずかしか見られず物 
質面の不足に伴い近代化の遅れが 
強く感じられた。また各商店は国 
営であるためか商品を積極的に売 
ろうとする意欲がほとんど見られ 
ず商売熱心な日本から見るとその 
無気力さは、腹立たしい程でし 
た。しかし国民性は明るく人なつ 


こい人達で陽気で派手なゼスチャ 
1での会話等面白く感じました。 
試合、練習のあいまに少ない時間 
ではあったが余暇を観光の時間に 
当てられ、 ブカレスト 市内をバス 
で遊覧したり、まためずらしい民 
芸品やル—マニアの古い農家を集 
めて ある 農村博物館なども見物す 

ることができ、昔のルーマニアの 
生活をうかがうごとができた。十 
|月十日、ル I マニアでの第一戦 
サラフロレスカ 体育館で試合が 開 
始された。 ブカレスト 大学チ I ム 
は二名のナショナルプレィヤーを 
含み、これまでに対戦してきた相 
手よりは攻守においてさすがに力 
強く特に速い動きと二人や三人の 
コンビが随所に見られ、シユート 
モー ション からの巧みな ショ ート 
。ハスはこれまでの試合に なく ディ 
フェンスに 神経をすりへらした。 
また七本の 7 m スロ ーをとられ六 
点を失うなどデンマ—ク、スウ X 
. ~デンに引き続き再びレフヱリー 
の判定にとまどった。後半追い上 
げややべースをとりもどしたが前 
半の四点差が後半にも尾を引きで 
ついに追いつくことができずに終 
ってしまった。 

ルーマニアでの第二戦は十三日 
同体育館でナショナルチームと対 
戦した。 18 — 12 と前試合に引き続 
き敗れはしたがこのチームは世界 


選手権出場チ—ムの上位にリスト 
アップされているだけにル—マニ 
アチ I ムの胸をかり日本の力を思 
い切りためすことができた。ナシ 
ョナルチームも前チームと同様デ 
イフ X ンス では早いつぶしと早い 
アタックを多用し荒いデイ フ ユン 
スが特に目立った。この試合では 
前試合に比べ 7 m ス ロ —を二本 
(1 得点)に押えることができた 
のは、ル—マニアで学んだディフ 
ヱンス 練習の成果だったと思ぅ。 
十一月十五日ル—マニアでの日程 
を予定通り消化しルーマニアでの 
思い出を胸いっぱいにつめ次の目 
的地 フランスへ 機上の人と なっ 
た。 ( FP •大洋デパート) 

フランスでの試合 
と生活 

島田夏枝 

十|月十六 日、 ル ーマニ アより 
フランスに着く。世界の流行をつ 
くるおし ゃれの街パリ、パリは人 
々のあこがれの地、もちろん、若 
い私達が一番楽しみにしていた所 
だ。 

マロニエ並木の続くシャンゼリ 
1ゼ通りや凱施門、ヱッフ X ル塔 
など、その期待どぅりに素晴しい 
ものだった。なかでもルイ十四世 


_ 日本ハンドボール協会_ 
女子ナショナルプレイヤーリスト 

( ABC 順•本誌調べ） 
VFP (39 名） 試合数得点 


VGK (7 名） 

古谷芳枝（大崎電気） 11 〇 

川崎幸子（大崎電気） 8 0 

北岡千賀（愛知教育ク） 8 0 

小原名苗（大洋デパート ） 8 0 

篠崎益野（愛知紡） 6 0 

渡辺美智子（田村妨） ※ 

山田帆浪（レナウンエ業） 6 0 

• 試合数は公式国際試合のみ 
• ※印は流会した1968年の世界選手権代表 
• 所属は選出当時 
•いずれも7人制 
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が二十年の歳月を費やして築いた 
と言われるベルサィユ宮殿の豪華 
さ、その内部の「鏡の門」は金や 
銀をふんだんに使った絢爛豪華な 
部屋で、その見事さにすっかり圧 
倒されてしまった。 

フランス人は母国語をすごく大 
切にすると聞く。その流調な発音 
は世界一だと自負し、他国語をぁ 
まり 受付けず、世界のトップをい 
く観光都市にもかかわらず、ルー 
マニア以上に英語が通じなかった 
のは意外だった。 

ここでは、予定 どぅり 四試合を 
消化した。通算七試合目、フラン 
スでの第一試合は、十七日。ハリよ 
り汽車にて四時間の、ボルドース 
ポーツホー ルにて行なわれた。 


又、第二戦は十九日、ボルド— 
市より更に汽車で一時間の、アン 
グレーム市にて行なわれる。 

ニチ—ム共、クラブチ I ムで、 
日本の強い アタックの ディ フヱン 
スに面くらった様子で、自滅が多 
く、日本はそれを速攻に持ち込み 
速攻を中心に、コンスタントに得 
点を重ねる事が出来た。 

第三•四戦は、いずれもフラン 
スナショナルチームと行なう。 

第三戦は、クラブチームとナシ 
ョナルチームのちがいを考えず、 
雑な立ち上がりを してしまい 苦戦 
した。ルーマニアで習った、強い 
アタックと、早目に相手の攻撃の 
芽をつむ、•これが出来ずに、失点 
が続き、それからオフ X ンスの歯 


車まで狂ってしまい、結局少差で 
振り切ったものの、最後まで 、 n 
ンビネーショ ンプレ—は出ず、個 
人プレーに終始した試合展開に終 
る0 

この四戦で一香とまどったのは 
審判の、 才1バー ステップの判定 
基準が、 日本ょり二歩く らい 早い 
感じで取られた事だ。ヮンフヱン 
卜後、二歩目でドリブルをついた 
と思ぅのだが、これは、ほとんど 
才—バーステップに 取られた。 

又、チ— ムの 課題でぁったディ 
フ X ンスだが、前にやった六試合 
の失点の過半数が 7 m スロ I であ 
つた事から、出来るだけ 7 m スロ 
—を取られない ようにとの 注意が 
あったにもかかわらず、 ここで も 


ラィン内防 S の 7 m スロ ーを取ら 
れてしまった。体の少さい私達は 
キープ カのある 彼女達にどうして 
も、体ごとエリア中に押し込まれ 
てし まう のだ。これは手の使い方 
や、フットワークの 方法、又、 ポ 
ストの 置き方など、今後研究する 
必要が あると 思う。 

四試合全勝、幾つかの問題点も 
出たが、多くの成果を上げ、フラ 
ンスでの全日程を、無事に終える 
事が出来た。 

(FP •大洋デパート) 
S 〕 本文中の試合写真はいずれ 

もハンドボール写真家 H •アブフ 
ヱル氏(西ドイツ)から光嶋磯雄 
氏(大阪)へ送られて来たものを 
借用しました。 
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特殊網づくりをはじめ、工業炉から 
省力•公害防止装置まで、鉄鋼•非鉄 
各種生産ラインのシステムをつく i 
企業/それが大同製鋼です。 


軽快な動きで攻めよ/ 

栄光をめざす《あなた》をバックアップする- 
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ブジエロバ—ル悲願を達成 
〜男子 m — ロッパ杯〜 

ョ— ロッパ22ヶ国の一九七〇〜 
一九七一年度チャンピオンによる 
第12回男子ョーロッパカップトー 
ナ メントは 昨秋9 月から 勾 6 ケ月 
にわたって各地で熱戦をつづけて 
いたが、 2 月 19 日西ドイッのゥヱ 
ストファ ー レンホ— ルで行なわれ 
た決勝は既報のとおり HC •パル 
チザン•ブジエロバル (ユ —ゴ) 
が 3 連勝を狙ぅグンメルスバッハ 
(西ドイッ、昨春来日)を破って 
初優勝、ユ—ゴに初めて栄冠をも 
たらした。同チ—ムは第 4 回(一 
九六三)にいちど決勝まで進んで 
おり10年目の宿願達成、クラブ創 
立は一九五五年。主力のホルバト 
ヴイドビックら 7 人の ナショナル 
プレイヤーをかかえている。 

。ハルチザ グンメル 
ン-ブジ 9 へ 9 19 ノ 4 スバッハ 
ヱロバル 1 广 1015 (西ドイ 
(ユ—ゴ3 ッ) 
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※印はナショナルプレイヤ— 
王者•ル—マニアの近況 

世界チャンピオン•ルーマニア 
ンへンでの金メダルを狙っ 


M て着々と準備を進めているが、今 
シーズンはまだ国際大会ではノン 
タイトルである。 

地元で開いたカルパティア•力 
4 ップ、スウヱ—デンこ■おけるヮー 
ルド•カップともにユ—ゴに次い 
で2位に終っており(本誌既報) 
19 単発の国際試合でも、ぁまり会、レ 


日本、 スポーツの本質を理解" 

ホルル氏、アジア予選評で絶讃 


昨秋のアジア予選に国際ハ 
ンドボ—ル連盟 ( IHF ) 代 
表として来日した同連盟技術 
委員長 H ミール•ホルル氏(ス 
イス)は近着の IHF 公報に 
次のような「アジア予選印象 
記」を寄稿している。 

(久田暁 •国際担当常務理事) 


日本の堂々たる勝利でぁった。 
日本は秀れた条件を備えてミユン 
ヘンを目指すアジアの代表にふさ 
わしいチームである。 

日本はミュンヘンにおいて非常 
に魅力的なチ—ムとして登場して 
くるであろう。 

彼らの戦術的な理解度、彼らの 


ハンドボール能力、彼らの完全な 
る競技コンディション、彼らのス 
ピードと敏しょう性はすばらしい 

日本にこうした特色がある限り 
充分にョーロッパ各国の〃対抗 
者，としての価値を認めなければ 
ならない。 

日本の特色をもう少し説明して 
おこう。彼らの顕著な特徴は「す 
ベてのプレイヤーがほとんど等し 
く機能を備えていること」だ。 

たった一つの不利な点は彼らの 
中に強力な長身者がいないことで 
あろうか。 

しかしながら彼らの優雅さ、ス 
ピード、粘り、完ぺきに近いチー 
ムワークには目をみはらされる。 


の勝利を得てはいない感じだ。 

しかし、多彩な攻守と地力はや 
はり群を抜く、というみかたは強 
く、オリンピックまでの調整ぶり 
が注目されている。なおル—マニ 
ァは一九三六年のベルリンオリン 
ピック( 11 人制)では第 5 位であ 
る。最近発表されたオリンピック 
候補選手は次のとおり。 

▽ GK ぺヌ(ディナモ•ブカレス 
卜)、オルバン(ステアウア•ブカ 
レスト) 

VFP グルィア、キシド、パ—卜 
，、く* •く fis ~**\〜* A \***' 

それらの美点は模範的なスポー 
ッ精神に裏付けされる。日本では 
スポ—ッの本質的な美点がょく理 
解されているのだ。日本がョーロ 
ッ。ハから遠いことはなんと残 <1「心な 
ことか//〇 

日本—ョーロッパ間の定期的な 
ハンドボール交流が実現できるな 
らば我々のために利益となろうし 
頹廃の危機感をもって我々を心配 

させているヨーロッパ.ハン - K ボ 
I ルの現状を改善し正すのに役立 
つであろう。 

もし「スポーッ文化」というべ 
きものがオリンピックの規範であ 
れば日本チームはおそらく金メダ 
ルを獲得するであろう、という理 
由は彼らのすばらしい競技ハーモ 
ニイと競技精神は純粋な形でのハ 
ンドボールの理想を具現している 
からである。 

ヨ丨 ロツ。ハカップ やヨ丨 ロツ。ハ 


n ム、ストックル、ガツ(以上ス 
テアウア•ブカレスト)、ボタ、 
サムンギ 、 D •マリン、リク(デ 
イナモ■ブカレスト)、ステフ、 
ボアネア、コスマ(ブカレスト大 
学)、ツドジエ、ショ—ベル r クル 
—ジュ大学)、グネス(ポリテクニ 
ツク•テイミソアラソ 

【訂正〕 本誌 95 号 26 頁「西ドイッ 
選手権」の項で FA - ギョッピン 
ゲンを初優勝としましたが誤り、 

2年ぶり2度目の優勝と訂正しま 
す。 

における大きな選手権大会で見せ 
つけられる時としてあきれるほど 
の、恐るべき喧嘩ごしの ファイト 
と比べてなんと対照的であろうか 
不幸にして我がョー〇ッパの大 
多数のファンはラフ•ファイトが 
好きなようであり、ハンドボール 
の気品のある特性を破壊すること 
に歓びを感じているようである。 

騒々しい狼藉好きの観衆はより 
よいハンドボールを生みだすこと 
のできない人々なのだ。 

今やハンドボールの多くの試合 
は憎しみと破壊の本性が支配して 
いるように思える。 

日本の優美なプレーはすばらし 
い清涼剤であり、我々とョーロッ 
パの関係者が日本を見習わず、原 
始的な本性を抑える努力をしない 
かぎりハンドボ I ルは衰微してい 
くであろう。ミュンヘンにおける 
日本の登場を重ねて注目したい。 
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アメリカの 

ハンドボ^—ル 

TEAM • HANDBALL 


ミュンヘンオリンピック出 
場権を掌中にしたアメリヵ • 
ハンドボ—ル界がこのところ 
がぜんクローズアップされて 
来ている。 

かつて関西学生界で活躍し 
た荘林康次氏(神戸大 OB 、 

在ニュ ー ヨ ー ク)からの資料 
などをもとにアメリカの球史 
や近況を探ってみた。 

(編集部) 


パのスポーツといぅ印象があまり 
にも強すぎ、アメリカでこの競技 
が行なわれていることはあまり知 
られていなかった。 

しかし、一九三六(昭11)年の 
ベルリン オリンピックにも 代表を 
送り こんで おり (= 参加6ヶ国の 
6位.11人§、一九三七(昭12) 
年に日本協会が発足したわが国ょ 
り も 古い歴史を もつ ているのだ。 
それでいながら、アメリカのハン 
ドボールが世界に大きく張り出さ 
なかった理由の一つに、ベルリン 
大会以後プツリと活動の糸が切れ 
てしまつた ことがあげられよう。 


二つのハンドポ| 


U 


ベルリン五輪にも出場 

アメリカのミュンヘンオリンピ 

ック出場(本誌前号既報)のニュ 
—スは意外な反響を呼び、特に高 
校生の読者から多くの質問が寄せ 
られた。 

ヘンドボールと云えばヨ— ロッ 


アメリカには 二つのハンドボー 
ルがあり、 ふつぅハンドボールと 
いえば「ゥォ—ル•ハンドボ—ル」 

(wall Handwall ) を指す。この 
競技はアィルランド地方で発達、 
平手でボールを壁に打ちあてて得 
点を競ぅ個人種目。 

われわれの親しんでいるハンド 
ボ—ルは「チ—ム•ハンドボ—ル」 

( Tea 日 Hand Ball ) と呼ばれ、 

アメリカ•チー ムハンドボ ー ル連 

盟 ( USTHF ) の発足は一九五 
九(昭 34 )年とされている。 

ベルリン大会の派遣はおそらく 
国内の他団体によって行なわれた 
ものであろう。 

現在、公式競技人口は約一千と 
.いわれ中心となっているのはいわ 


ゆる北米地域に限られている。こ 
れはベルリン参加当時も同じであ 
る。カナダに近接した地区に居住 
していたドイツ人、ドイツ系アメ 
リカ人、同カナダ人たちがこの競 
技の種まきをしたものと推される 

一九五九年からしばらくは11人 
制が主体で、一九六三(昭 38 )年 
スイスで開かれた第6回世界男子 
11人制選手権に登場している。こ 
の時西ドイツに 6123 で敗れた一 
戦が USTHF にとって初の公式 
国際試合であった。 

カナダが好敵手 

7人制(室内)一本化 kl 踏み切 
ったのはこの大会から帰国直後の 
ようで、早速、一九六四(昭 39 )年 
の第 5 回世界男子 7 人制選手権に 

エントリー、 国際ハンドボ ー ル連 
盟 (IHF) からカナダとの予選 
を課せられている。 

カナダは早くから 7 人制一本で 
発展してきたようだ。 

トロントと ニユージヤ . _ シイで 

行なわれた予選は 17115 、 16117 
の接戦、合計点わずか1点の差で 
アメリカがチヱ n の本大会 K 1 駒を 
進めている。 

アメリカと カナダのハンドボー 
ル界は前述のような地理的な条件 
もあってし きりと交流、時には合 
流して活動をつづけた時期もある 
ようだがこの予選試合以後は、ラ 
イバルとして、よい意味での"対 


立"がつづいている。(通算 7 戦 
アメリカの3 勝 4 敗) 

意欲的な強化対策 

アメリカが ハンドボールに稽極 
的に取り組みはじめたのはミユン 
ヘンオリンピック 採用決定以後と 
いえる。 

「九六八(昭 43 )年、西ドィッ 
の名門0评.ダンケルセン、¥卩 
L •グンメルスバッハ(ともに来 
日)を招待したのを口火に積極的 
な強化路線を打ち出し、一九七〇 
(昭 45 )年の第 7 回世界男子 7 人 
制権手権にも出場した。 

この時、予選リーグで日本と初 
対戦、21—15で日本が勝ったこと 
を覚えていられるファンも多いだ 
ろぅ。 

この前後から軍隊スポ—ツとし 
ても脚光をあびるよぅになり、各 
キャンプの体育種目に採用されは 
じめた。メキシコなど発足間もな 
い南米勢やョーロッパ各国との交 
流も活発になり、一九七〇年から 
今年まで最低いちどはナショナル 
チームがヨー ロッパに出かけ腕を 
みがいいる。 

I 気に上位進出目ざす 

大学スポーツとしても徐々にで 
はあるが進出、各地のスポーツク 
ラブを通じて女 K や年少層への普 
及も堅実なようである。 

こうした 上向きのムードの拍車 
を^けるように ミュンヘンオリン 


ピックアメリカ大陸予選では宿敵 
カナダをはじめメキシコ、アルゼ 
ンチンを降して優勝、関係者はい 
つそぅ大きな光を見出した感じで 
ある。 

ナショナルチームの主力は GK 
ェデス、バークホルツの前回世界 
選手権代表をはじめアブラハムソ 


ン、サ—ラべ： 


べーカー、ブラ 


スといつたところで、オリンピツ 
ク予選ではテインクル、ロジャー 
スといった新進が活躍したようだ 

5 月から 6 月にかけてル ー マニ 
了、ユ—ゴ、チヱ n などに遠征す 
る予定とも伝えられており、アメ 
リカ-ハンドボール界のミユンへ 
ンにかける意欲はなみなみならぬ 
ものがある。 

反面、一般の関心はまだまだ低 
く、 予選通過を報じたニユ ーョー 
ク •タイムズ 紙もわざわざ「この 
競技は アイスホッケ ー と サッ カー 
を合わせたようなもの」と注釈を 
つけるほどだが、 スポーツ 王国 ア 
メリ カが 本腰を入れての強化•普 
及策だけにやがて東部地区から太 
平洋沿岸にもチームが生まれるも 
のと 思われ、抜群のス ポ—ツ セン 
スを誇る黒人選手や長身選手が輩 
出されれば短時日で世界の A クラ 
スに仲間入りする可能性は極めて 
濃い。一気に世界上位進出をもく 
ろむ アメリカ ハン ドボー ル界。日 

本の発達史と類似点も多く今後の 
勘向は注目に価しよう。 
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f 行動体力 


体 

力 


身体的要素 


I防衛体力 


精神的要素 


女性の美しさを創る…づデ。会•ヤ_ 
生活を彩る•… J SSir ?!5. 


二 



0イ3■成0 


岐阜 • 羽島 


る 

スす 
.レ対 

勢 織..卜欲に 
姿 組節ス意ス 
•力性性一性性性•調疫的.レ 
格捷久ヮ衡軟応官度体断卜 
咻筋敏持パ平柔協屬温免身判ス 

«■ 能旮能志神 
意精 

形機構機；： 


この中での防術体力とは外界か 
&の働きに対して身体を安全に守 
る能力のことであり、行動体力と 
は外界に働きかける身体の能力で 
ある。われわれの動作は身体のヱ 
ネルギーの要素、身体の空間的要 
素、時間的要素から考えることが 
できる。 

今 la ■の指導要領で考えられてい 
る体力とは行動体力を目指してお 
り、その行動的体力とは柔軟性、 
調整力、筋力、瞬発力、持久性を 
養ぅことが考えられるのは当然と 
いえよう0 

特に球技においてはこれらの総 
合的体力要素をうまく配分して養 
成しなければならない。もち-ろん 


ンドポ I ル 


指導 テキスト草案⑵ 


臼 

本 

協 

会 

並 

及 

部 

編 


斯界の懸案であった「指導テキ 
スト」は、前号既報のとおり日本 
協会普及部によって草案がまとま 
り15項目にわたる多彩な内容が発 
表された。 

本誌では草案の全文を掲載し、 
各方面からの助言を求める意向で 
あったが、普及部では全国委員会 
をはじめとする数次の協議でこの 
ほど一応のまとまりをつけ「第1 
版」ともいぅべき小冊子の発行、 
頒布を急ぐことになり作業に着手 
した。この結果、本誌が草案段階 
の内容を掲載しつづける意味が少 
くなり今回既報後の主要部分をお 
伝えし完結としたい。御了承下さ 
い。 < 編集部 V 

ハンドポ—ルの技術体系 

ハンドボール技術は他のボール 
ゲ ー ムと同よぅ大きく「攻撃技術」 
と「防御技術」の二つに分けられ 
両者はチ ー ムテクニツク 、ユ ニツ 
トテク-ーツク、ワンマンテクニツ 

クを主戦技法とすることになろう 


さらに、そこから枝葉が 拡がり 
ハンドボールの近代戦術は無限と 
いってよいほどの多彩な変化、髙 
度な開発を呼びおこすのである。 

次頁の図はそぅした流れを系統 
的にまとめあげたものである。 

ハンドボ—ルのトレ—ニング 

へモチべィションン 
パエクササィズ」 

ハンドボ—ルは技術と戦術があ 
るがその基礎となるものは体力で 
ある。したがってハンドボールに 
必要な体力の養成は欠かすことの 
できないものである。 スポーッを 
容易に、楽しく行なぅことはそれ 
相当の体力がなければその効果は 
半減するものである。 

スキルと体力を常に一体化する 
ことによってその目的は達成され 
るものである。 

体力とはなんであるかを猪飼氏. 
は「人間の行動の基礎となる身体 
的能力」であると定義して次のよ 
うな体力の体系を示している。 


ハンドボ—ルの練習において、こ 
れらの体力を培うことができるが 
それ以上の髙度な技能を得るため 
には補強的なトレーニングあるい 
は使用しない (= 負荷の少ない) 
部分のトレーニングが必要になる 
わけである。 

トレ— ニン ダとは狭義に解釈す 
るならば体力を向上させることを 
目的として|定の剌激をからだに 
与えることで あり、 トレ ーーーング 
によって体の力向上をさせるには 
一定の原則があり、むやみに剌激 
負荷を与えても、そ'の目的は達成 
することができない。 

トレ ーニ ングの 効果は、例えば 
筋力を増加させるためには筋肉が 
耐えられないような強い負荷を与 
えることで あり、呼吸循環系を高 
める ためには呼吸困難を訴えるよ 
うな負荷を与えなければ効果があ 
がらない。 

しかし、その負荷が急速に高め 
ることは傷害、疾病をまねくおそ 
れがあり、またそれらに対しての 
負荷が常に一定であることは体力 
の向上を期待することはできない 

したがって負荷はその個人に合 
った段階的負荷の増大が必要であ 
り、またト レ I ニングに対して 
「やるのだ」というやる気のある 
自覚と持続性をもたせることが卜 
レーニ ングを行なう際の大切な一 
要素となる。 

ハンドボール.競技においての基 
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攻撃技術 
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不熟練 . 1842 

練習不足 . 1270 

身体の不調 . 244 

緊張の欠如 . 946 

自己の能力過信……345 
反則，粗暴行為……587 
設備_器具の欠陥…175 
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I ファストブレ1ク I 


■フリ^-オフェンス— 


—セットオフェンス —1 


リタ丨ンパスプレ^—一 
—カットィンプレー 
—ポストプレ— 

—スカィプレ - - j 

I ブロツクプレ 


— 


礎的あるいに基本的な体力となる 
ものは全身持久性であり、その上 
に立っていろいろの体力的要素を 
築きあげてい くこと が大切な こと 
である。 

全身持久性にはィンタ—バル. 

卜 •レ^ 一ー ング、エンデ アラン ス* 
トレ11ーングなどがある。また筋 
カトレ11ーングには ゥェィト *卜 
レーニングが代表的なものとなろ 
う。体力の総合的トレーニングに 
はサ—キット•トレー -1 ング 、ィ 
ンターパル•トレーニングが考え 
られる。すなわちハンドボールに 
おいては全身持久性を母体として 
筋カトレーーーングをおき、才—ル 


ラウンドのトレ—ニングを行なう 
ことが必要である。 

◊トレ—ニング上の注意 

① トレーニングは自らの体力に 
あった処方で漸進的に負荷を与え 
ることが必要である。 

特に筋カトレーニングの場合に 
はいきなり強い負荷を与えること 
は無理が生じ傷害をきたすことが 
あるので最善の注意が必要である 

② 指導者はトレーニングを受け 
る者の体力の状態を熟知すること 
が大切である。トレーニングの計 
画はその者の体力に応じた適切な 
負荷を与えることである。 

③ 中学生以下も最近では体力向 


上は目ざましいものではあるが機 
能的な面では今一歩の時期である 
ことを知らなければならない。し 
たがってこの時期の体力養成はモ 
テイべーションエクササイズ的な 
方法を用いることが賢明である。 

また、この時期には体力的にも 
個人差が大きいのでボールを扱っ 
た トレーニングを工夫する (メデ 
イシングボ丨ル•トレ I ニング) 
ことが、体力そしてボールに対す 
る楽しみが増し、その効果は犬で 
あると思う。 

◊組み運動 略 
◊ ボール運動 略 
◊基礎抜術 略 


ハンドボ—ルの傷害 

近年スポ—ッの普及はめざまし 
いものがある。各種スボーッが身 
体教育の場にとり入れられるとと 
もに日本の経済威長に伸い余暇の 
善用としてスボ—ッが数多くとり 
入れられ るよう K 1 なり、ス ボーッ 
人口の数は過去において予想もで 
きなかったほどの発展を示してい 
る。 これらスポーッを行なう機会 
が多くなればなるほど事故の発生 
数も増える。小さな擦過傷程度の 
ものから、大きいものでは尊い生 
命も失うことがある。したがって 
傷害の防止をわれわれは真けんに 


■'カット—卩パスカッ.； 

-チ X ック 

-1クロスステップ 
-フットワ—ク—一—サィドス 7-7 ップ 
—ポジション 
-スタンス 
_ゴ^—^ルキ^~ピング 

II ダッシュ 

-フツトワ—ク —— 1ストッフ 
1"—夕^ン 

-ショルダ—ハ.ス 

-アンダ^—^ハス 

—パ ス--チェストハス 

I オーバーへッドパス 
丨スィング。ハス 

••'キヤッチ -フットハス 

I バックパス 
—バウンズパス 
I ラテラル。ハス 

そ、 J ブレ— 「片手連続 ドリブル 
■トリフノ II ワンドリブル 

I フェント -ステツブシュ—丨 


-シ 


一 ■ジャンプシユ'~卜 
-プロンジヨンシュ—卜 


考えなければならない。その傷寄 
にょってその指導者も指導される 
側にとって精神的な打撃は大きい 
ものであり、その活動が半減する 
こともある。 

傷害の発生の原因を大別するな 
らば一つには内的誘因として指導 
者あるいは指導される側の両者に 
その注意が足りなくて起きる場合 
もぅ一つは外的誘因として身体活 
動を行なぅ施設用具に原因がある 
場合とに区別することができる。 

かつて水町四郞教授は「スポー 
ッの外傷の多くは単一の原因で起 
こることは 少なく、いろいろの要 
因が総合されている場合が多い。 
これらを その原因に よつ て区別す 
る ことは むずかしいが」 というこ 
とで 次のような表を示されている 


この裘を見ても判るよぅに最後 
の3項目を除いては傷害の原因と 
なっているものはすべて連動をす 
る側に ある。 せっかくの スポ！ッ 
に対する動機づけを傷害によって 
失わさせないよぅに心しなければ 
ならない。 (完) 
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昭和 46 年度- 

日本協会常務理事会の動き 


◊月例常務理事会( 46 年4月 6 日 

体協〕 

一、アジア予選出場三ヶ国会議の 
経過報告〜航空運賃の負担額はィ 
スラエル60%、韓国30%、大会使 
用球は日本製〜 

一、第 4 回世界女子選手権第 2 次 
候補選手 14 名の決定 

j 、グンメルスバッハクラブ(ヨ 
丨ロッ 。ハヵップ及び西独優勝)の 
招待打合せ 

一、梨花女子大(韓国)の招待決 
定 

一、台湾の審判員とコーチを8月 
韓国の審判員とコーチを5月に招 
くことを決定 

◊月例常務理事会 (5 月15日•体 
協) 

一、杉山茂氏の常務理事推せん 
一、昭和. 45 年度決算中間報告 
一、沖縄協会の機関誌購読料は 47 
年度まで徴収しない 
一、アジア予選のナショナル(第 
1次)エントリ^~の締切日を6月 
10日とする 

一、梨花女子大の来日日程 
一、第13回全日本実業団女子に白 
花醸造(韓国)をゲストチームと 
する 

1、，第 18 回 NHK 杯全日本選抜打 


合せ 

一、 GW •ダンケルセン(西独) 
の招待 とりやめ 

◊月例常務理事会 ( 6 月 26 日•体 
協) 

一、ワクナガ薬品(大阪)に韓国 
遠征に関する報告書の提出を求め 
る 

一、アジア予選のナショナルエン 
トリー締切りをィスラエルに限り 
7月15日とする 

一、 アジア 予選運営常任委員会 
(荒川委員長、籐本、杉山、渡辺 
慶、久田、山田哲委員)を決定 
一、第4回世界女子選手権代表発 
表(プレス発表6月15日) 

◊月例常務理事会 (7 月 17 日•体 
協) 

一、日韓高校打合せ 
一、 オリンピック 予選候補に近森 
克彦、大江隆夫両選手を追加 
一、日韓学生の遠征報告 

一、アジア予選のナショナルヱン 
トリ 

の確認と運営打合せ(第1次予算 
案提出) 

一、スゥヱーデンナショナル招待 

打合せ 

I 、全国会議の日程 

一、「単独国際交流規程」草案の 


協議 

一、全日本女子•山田監督、井 n 
1チの#規制"決定 
◊月例常務理事会 (8 月23日•体 
協) 

一、オリンピック予選候補平岡秀 
雄選手の辞退承認 
一、日台少女交流(名古屋)報告 
1、全日本総合選手権打合せ 
一、 アジア 予選の運営打合せ、東 
京大会の入場料決定 
一、 アジア 予選協賛事業計画、資 
金委員会委員長に嶋田常務理事 
◊月例常務理事会 (9 月25日•体 
協) 

|、グンメルスバッハ戦会計報告 
(剰余金 351,456 円) 

一、 アジア 予選日本代表の決定 
一、近藤信行、花輪博選手の国内 
公式試合出場規制を10月4日付で 
解除 

一、全国理事会議案検討 
一、富永劭氏の常務理事推せん 
一、全日本中学大会(仮称)の開 
催は資金的な裏づけに欠け47年度 
も見送りとする 

一、全日本女子の世界選手権壮行 
式日程 


一、全日本総合の女子社会人代表 
に徳山髙 OG (山口)を決定 
一、 アジア 予選打合せ 
一、 アジア 各国代表者会議に臨む 
態度として 「アジア 連盟結成は時 
期尚早」を申し合わせる 
◊緊急常務理事会(12月8日•日 
本協会室) 

アジア 予選役員の決定及び運営 
常任委の発展的解消にともなぅ実 
行委員会の発足 
一、全日本総合選手権打合せ 
◊緊急常務理事会(11月1日•体 
協) 

一、 アジア 予選最終 H ン トリー確 
認 

◊緊急常務理事会( 11 月 5 日•日 
本協会室〕 

一、 アジア 予選打合せ 
一、 アジア 各国代表者会議打合せ 
一、 オリンピック 候補選手選考委 
員決定(荒川委員長、村田、勝、 
安藤、渡辺慶、竹野委員) 

一、読売新聞日本スポーツ賞候補 
に「全日本男子」を推せん 
◊月例常務理事会( 12 月 18 日•東 
京体育館) 

一、 アジア 各国代表者会議報告 
一、台湾及び中国との交流は当分 
の間日本協会の事前承認を必要と 
することを決定 

一、丁只评.キール(西独)の招 
待とりやめ 

一、 GW •ダンケルセン(西独) 
を 47 年 4 月に招待 


一、 スタ ディオン • IF (デンマ 
1ク) の招待は保留 
一、。ハリ大学男女(フランス)の 
招待は全日本学連へ一任 
一、昭和47年度事業内定 
一、中学問題検討常任委員会発足 
(荒川委員長、入江、栗脇、嶋田 
渡辺慶委員) 

一、毎日 放送「ォリンピック強化 
試合」承認 

◊月例常務理事会(47年1月14日 
•体協) 

一、第4回世界女子選手権及び欧 
州遠征報告 

一、中学問題検討常任委中間報告 
にょり全日本中学(仮称)の 47 年 
度実施を決定 

I 、 ォリンピック 候補25選手発表 
一、今後の頂点強化対策〜第一、 
第二次強化合宿コーチとして村田 
勝、渡辺慶、竹野、北川を決定 
一、 GW •ダンケルセン招待打合 
せ 

一、47年度予算の編成 
◊月例常務理事会 (2 月11日•体 
協) 

一、全国理事会議案検討 
一、 46 年度会計中間報告 
◊月例常務理事会 (3 月4日•体 
協) 

一、全日本男子の欧州遠征検討 
一、爱知教員クの台湾遠征受理 
一、キール、ダンケルセン戦の全 
日本 コーチン グ スタッフとして 村 
田ヘッドコーチら 決定 
一、財務理事の交替(森岡氏—神 
田氏) 


—( 韓国、日本、ィスラエル).一、アジア予選協賛事業の発表〜 

バツヂ、ネクタィピンの頒布〜 
◊月例常務理事会( 10 月 16 日•体 
協) 

一、アジア予選運営打合せ 
◊月例常務理事会(11月8日•体 
協) 、 
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本誌恒例 


I 年 I 重大 ニュース 


36 年ぶりで実施されるオリンピ 
ック•ハンドボ—ル。斯界あげて 
目指したミュンヘンへの道の第1 
歩は全日本のすばらしい試合ぶり 
でみごとに実った。 

日本開催までの起伏をのりこえ 
我が国に迎えたアジア予選会は日 
本、 ィスラヱ ル、韓国に よる 戦い 
とな ひ、2回総当りの結果、日本 
が断然たる強味をみせて全勝。最 
終日の試合終了後、臨席したエミ 
丨ル•ホルル国際連盟技術委員長 
から「アジア大陸代表」が認定 さ 
れた。この勝利を機に国内のムー 
ドはいちだんと高まり、今年度最 
大のというより史上最大の〃でき 
ごと" として永く 記憶に残ること 
になろう。 
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オリンピック 強化対策と して か 
つてない来日チ I ムの数であった 
なかで もョーロッパヵップ 2連 
勝達成の翌々日に姿を見せたグン 

メルス バッハ (西ドィツ)の。ハワ 

丨 ハンドボールと世界第6位スゥ 
X —デンナショナルの洗れんされ 
た攻守は圧巻。また韓国からの三 
チームもそれぞれ意義ある交流と 
なり両国のきずなはいっそぅ太く 
なった。特に白花釀造は全日本女 
子実業団 (7 月.熊本)にゲスト 
参加といぅ初の試みだった。アジ 
ア予選出場国を加えると今年度は 
実に外国から8チ I ムが来日した 
ことになる。 


③全日本総合、新 システムで 
実施 (12 月) 

ナショナルチャンピオンシップ 

の性格をょり強め男子 16 、女子 12 
チームの精銳主義が初採用された 
予想どおりの成果がありトップ 
レべルの向上につながった。 

試合方式やチーム選出に課題も 
少くはないが、次回後に発展が期 


待される。女子で山陽女高(広島) 
が東京女体大を破り話題となった 

j ④アジア各国代表•会議を開 j 
I 催 (11月)一 

初の国際会議であった。アジア 
におけるハンドボ—ルの普及は日 
本に与えられた〃責任〃でもあ -D 
各国関係者との談合は意義深い。 

アジア 連盟結成は時期尚早だが 
オリンピック予選を機にアジアに 
おけるハンドボ！ルの火は強く燃 
えあがったといえる。 

一⑤ 全日本女子、世界選手権に 一 
j 出場 (12月)| 

6年ぶりに開かれた世界女子に 
日本は3度目の出場を果たした。 

ト ラィアル ゲ—ムの好調などか 
ら〃上位入賞，が期待されたがや 
はり本場との隔絶がひびき9位に 
終った。しかし次の機会に飛躍を 
とげるべき足がかりと自信を得た 
のは収穫である。 


一⑥全日本高校選手権、男子で一 
147都道府県代表出揃ぅ (8 月〕一 

高体連永年の宿願が佐賀代表の 
登場で遂げられた。女子は鳥取代 
表待ちで これも" 時間の問題"と 
いう。すばらしいことだ。 

全都道府県代表を集めた大会は 
もちろん 初めて。高校界の占める 
大きさを改めて印象づけた。 


5回目を数えた国際定期戦。こ 
のところ日韓交流はやや押され気 
味だっただけに4勝1分の成績は 
秋のオリンピック予選へ威勢づけ 
の役目にもなった。海外遠征のた 
めに「全日本学生選抜軍」が編成 
されたのは8.年ぶりのこのと。 

|⑧全日本自衛隊連盟の日本協| 

|会加盟承認 7 S | 

昨年母体づくりができあがり念 
願の日本協会加盟が成った。 これ 
で加盟団体は五つ。全自衛隊選手 
権 (5 月•東京)も大会毎に盛大 
となり、男子24 チームの ほか女子 
も 3 チームがエキシビジョンを行 
なぅほどに成長している。 

I ⑨全日本高校で男•湯沢 <秋™ 
一田)、女•山陽女(広島)に初 I 
一の栄冠 (8 月)| 

地域差がなくなり、レベルアッ 
プいちぢるしい高校界。今年もィ 
ンター •ハィの栄冠は「初優勝」 
といぅ感激をともなった。 

女子はこれで9年連続して優勝 
校が替り〃連勝"は至難なヮザに 
なってきた。 

男子で東北に、女子で中国に優 
勝が飾られたのは初めてのことで 
ある。 


伝統校勢に代って21年秋加盟の 
中央、23年秋加盟の大阪経大が東 
西の学生王座についたのは新鮮で 
あった。来シーズンからの角遂に 
いっそぅ興味が湧く。 

【その他】 ▽西ドィッ全国リーダで 
活躍の近森克彦選手帰国 (5 月) 

▽ A . B 級審判員審査に初のぺ一 
パ丨テスト (5 月) 

▽ NHK 杯、初の「選抜軍」制で 
実施 (6 月) 

▽ムロ湾•台南県広山小学女子チ I 
ム、韓国遠征の帰途2試合月} 
▽大洋デパ—卜(熊本)の全国大 
会優勝連続記録「13」に仲びる 
(7 月. 10 月) =継続 中 


村田五輪対策部長を表彰 
関西運動記者ク優秀指導者 

関西地区のスポーツラィターに 
ょって組織されている関西運動記 
者クラブはこのほど昭和 46 年度 
(第15回)関西スポーッ賞•最優秀 
指導者として日本協会オリンピッ 
ク対策部長•村田弘氏(日本協会 
常務理事，、オリンピックアジア予 
選監督、日体大出、47歳)を推し 
3月7日大阪で表彰式が行なわれ 
た。この賞はかつて関学ハンドボ 
1ル部が優秀団体として受けてい 
る0 


⑦全日本学生(男)、韓国へ遠 
征、好成績おさめる (7 月) 


①ミユンヘンオリンピックア 

ジア 予選で全勝、宿願のオリ 
ンピツク 出場権を握る(11 月) 


⑩関東で中央大(10月)、関西 
で大阪経大(5、10月)など 
学生界に新風吹く。 
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スポ，ツ審判ハ ンド 7 シク 

編集 日本体育大学教授 佐々木吉蔵 來海大学教授 西山常夫 日本大学助教授 永嶋正俊 朿京大学助教授 豊田博 


攀スポ—ツの審判技術とルール 
を網羅した 

試合を裁く恭判は十分な審判技術を身につけ、 
公平•厳密•的確に試合を進行させなければ 
ならない。本書は 24 種目の スポー ツのルール 
と#判の技術を事典形式で解説し、ゲームの 
進行に沿って具体的にジャッジできるょぅ、 
初歩から第一線級の審判技術を網羅した。校 
内競技大会の審判にも十分役に立ち、体育. 
ス ポーツ 関係者のみならず、プレーヤーにも 
必携のハンドブックである。 

菊判♦八二四頁•上製函入¥2800 


【総論】審判に関する基本的事項.及各種目に共 
® する一役的事項 

【各論】各スポ—ッ種目の審判法を競技に即して 
具体的に記述 

I 序論スポーッ種目の特性から生ずる審判に関 
する基本的事頂①種目特有の審判槪論②審判 
の構成と任務③審判のゼスチユア©審判の服 
装⑤競技時間など 

n 試合前の審判員の任務試合前に、審判が心が 
け' 準萌すべきものを具体的な形で記述。 

111試合の進行各競技種目の審判法を競技の特性 
をおいながら、プレーとルールを関連させて解説 

IV 試合終了後の審判の任務試合終了後に審判が 
しなければならない事がらを記述。 

V 寸録①審判員制度の紹介②重要な審判技術 
および知識の理解に役立つよう設問を付し解答を 
与える。 


バレ—ボ—ル/バスケットボ—ル/ハンドボ 

—ル/サッカ—/ラグビ—/野球/ソフトボ 
— ル/テニス/卓球/バドミントン/アィス 
ホッケ—/陸上競技/水泳(競泳.飛込)/ 
水球/体操/スキ—/スケート/柔道/剣道 
\すもぅ/レ スリング/ボクシング/弓道/ 
なぎなた 





昭和 38 年 チーム 結成 
全日本実業団大会8回 
連続出場 



荷役運搬機器の綜合 メーカー 
手 押 車 からコンべヤー.リフトまで 

■參ご計画のときは本社営業部までご一報ください。 


移勦バイス台 


勺ヨ游業株式会社 

本社•工場名古屋市千種区豊年町 3 — 37 TEL 052(741)4121 
束京営業所東京都世田谷区祖師谷 4— 14 TEL 03 (482)3589 
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田村紡、プラザ—降す 

男子は大同が順当勝ち 
第11回東海室内選手権は2月20 
日歧阜県民体育館に東海4県の予 
選勝者男女各4チームが参加して 
行なわれた。 

男女とも決勝は2年連続して同 
じ顔合せとなり、男子は大同製銅 
(愛知)が固い守りで本田技研(三 
重)をおさえて2連勝。 

女子は田村紡〇二重)が全日本 
2位のブラザ—工業(愛知)を圧 
倒して全日本総合の雪じょくをと 
げるとともに8年連続優勝を飾つ 
た。 

▽男子準決勝 ( H 1 回戦) 

大同製铜9へ 16 —3)0清商ク 
(愛知〕 2 v 13—7 v _1 (静岡) 

1 Igf SRU6— 

▽同決勝 

大同製鋼 12 C 48M 32 j 5 本田技研 
▽女子準決勝 (=1 回戦) 


エ業2723(|10— 
知) グ 


才—ル岐 

阜 


131 

旧村紡7へ 15—3 r 清水女® 
(三重) 212|と3ク(§ 


▽同決勝 
田村紡19| 


10 —V 


へ) 6 プラザ— 


工業 


秋田和洋女高が初優勝 

岩手教員クは2連勝飾る 

第8回東北総合室内選手権は1 
月29、30の両日盛岡市の岩手県営 
体育館などで男女各12チームが参 
加、卜—ナメントで争われた。 

男子は前年同ょぅ岩手教員クに 
健斗の湯沢髙(秋田)が挑んだが 
岩手教員クが地力を発揮、高校チ 
ヤンピオンをおさえて2連勝した 
女子は初めてフルエントリ— 
(6 県)が成り激戦を演じた。2 
連勝を狙ぅ東北ムネカタ(福島) 

が準決勝で全涌谷(宮城)に敗れ 
る波乱が.あり、和洋女高(秋田) 
I 全涌谷の決勝は和洋女高が後半 
鋭い攻撃を見せて快勝、初の栄冠 
を握った。高校現役の優勝は第1 
回(昭39)の涌谷高(宮城)以来。 
▽男子1回戦 

ST :± 序^.8へ! 6 l 5 y 12 岩瀬農 j 尚 


(秋 S 112 

大石田高6へ8 16 ノ 
(山形)118 —7) 


(福島) 


西根ク4へ 6 — 
(岩 S 18- 


— 6^3 聖光学院 
高(福島) 

鰺ヶ沢高 
C 青森) 




7 


81 5 
6 1 9 


▽同準々決勝 




1#田)高 Anv 西根ク 

書 s(nv _) 大 

作手教員 30(18121 159)14七戸高 


育英学園6 /7 16 ^3 Fbcr / 
高(宮城)119 —7 下"^手ク 

▽同準決勝 

岩手教員 15^7|4 ^卩 *# 英学園 

■湯沢高 13 f 6- M 53 V 大石田高 
▽同決勝 


岩手教員00 

ク 1 


10 14 、 


湯沢高 


▽女子1回戦 
六郷髙 5 へ 3 I 

(秋 s 6 UI - 

4 1へ全青森西 
(宮城)1 15 —3 高(青^-) 


24 S 


.涌谷高 
(宮城) 

竹田女高2へ 4—0 ノ 
(山形)18―.1 

▽同準々決勝 
東北ムネ 、8 2 \ 

|)夕 1= 22 丫 

全涌谷110: M 1 12 

i 手 10(6 4 M 2 2 V 

和洋女高6へ9 10ン 
(秋田)—1 ^ 

▽同準決勝 

和洋女高12{75リ31}4全岩手 


へ212ン小高 農ク 
C 3^5 (福島〕 

三本木高 
C 青森) 


六郷高 
(秋田) 

花卷南高 
(岩手) 

涌谷高 
竹田女高 


全涌谷 


東北ムネ 
カタ 


▽同決勝 

和洋女:15:1 957 II 1 3 V 全涌谷 


福井教員が制勝 

▼第8回福井県室内総合選.手権 
(2 月.北電体育館ほか〕 

▽男子準々決勝 

福 井 教員 16—12 若狭高 
羽水 OB 9 —7 高 ^^ 
高浜ク 16110 羽水髙 
北陸電力 1718. 福井商髙 
▽同準決勝 

福井教員 19114 羽水 OB 
17113 


北陸電力 


高浜ク 


高浜ク 
▽同決勝 

福井教員 21 f 1110 M 8 8 }16 
▽女子準々決勝 

一般選抜 16—2 武生商 
福商 OG 12—4 藤島高 
若狭高 6 14 髙志髙 
福井商高 4( 分) 4 若狭 OG 
抽せんで福井商の勝ち 
▽同準決勝 

福商 OG 9 15 若狭髙 
一般選抜 5( 分) 5 福井商高 
抽せんで一般選抜の勝ち 
▽同決勝 

一般選抜 12^9 31 1 :02 福商 OG 

女子で小祿高4連勝 

▼第 5 回 沖縄総合選手権(1月. 
首里高) 

▽男子準々決勝 

琉球大 15—9 沖縄 FS 

.沖縄教員 15—U 那覇髙 

興南ィ— 410 hr I C 
グルス 1 1 ダ勒プ 


一31— 






那覇商 OB 9 16 那覇商 
▽同準決勝 . 

3fwg0B12—9 作 ^— 
琉球大 16 14 沖縄教員 
▽同決勝 

琉球 - K 13(85 M 65)11_ 霸商〇 
▽女子準々決勝 

浦添髙 1014 中頭高 
首里高 8 14 興南高 
那覇商 1414 コザ 高 
小禄高 1213 沖縄髙 
▽同準決勝 

首里高 413 浦添高 
小禄髙 813 那覇商 
▽同決勝 

小禄髙 7 A 34 I 2 V 首里高 

女子は全岩手が大勝 
▼第14回岩手県総合室内選手権 
(1 月 •盛岡) 

▽男子1部準々決勝 
岩手教員 22—9 生活学園 
盛岡商髙 2114 岩手高 

盛岡一髙 t -3 花卷農高 

西根ク 13111 盛岡商友会 
▽同準決勝 

岩手教員 16112 盛岡商髙 
西根ク 1419 盛岡一高 
▽同決勝 

岩手教員' 22fmu 8 5}13西根ク 

岩手教員は2連勝4度目 
▽同2部決勝 

白亜 ク 291101.0 士 


▽女子第1ラゥンド2回戦 
花卷南高 7 13 平館高 
岩手女高1413 谷村学院 
花卷北髙 a —2 大東高大原 
花卷農高 5 I 4 盛岡二髙 
▽同3回戦 

花卷南高 613 岩手女高 
花卷北高 413 花卷農髙 
▽同4回戦 

花卷南高 513 花卷北高 
▽同 チャレンジラゥンド (= 決勝) 

全岩手19(9101:31)4花卷南高 

全岩手は2連勝 

堺エと住吉学園がつ 

▼第 23 回大阪高校新人選手権 (2 
月•大阪府立体育館) 

▽男子決勝卜—ナメント準々決勝 
初 芝 C 4 東住吉 X 
東住吉 1216 寝屋川 

佐野 H ^-5 泉 北 

堺 エ 17110 鳳 
▽同準決勝 

初 芝 16112 東住吉 
堺 エ 21110 佐野エ 
▽同決勝 

«? H 20 U6 M 53 V 初芝 

堺エは2連勝4度目 
▽女子決勝卜—ナメント準々決勝 
東大阪 815 三国ヶ丘 
住吉学園 1016 大 谷 
春日丘 1312 清 友 
寝屋川 914 箕 面 
▽同準決勝 


住吉学園 814 東大阪 
春日丘 3(分}3 寝屋川 
抽せんで春日丘高の勝ち 
▽同決勝 

住吉学園5^32||31^4春日丘 

住吉学園高は5年ぶり2度目の 
優勝 

岩国エ、徳山強味示す 

▼山口県 高校 卜—ナメント (2 月 
徳山市体育館ほか) 

▽男子準々決勝 

岩 国 917 下関中央エ 
早 辆 917 下松エ 
徳 山20ふ 下関西 
岩国 H 2316 下関一 
▽同準決勝 

早 鞘12ふ 岩 国 
岩国 H 1017 徳山 
▽同3位決定戦 

岩 H 15(78 II 3 58徳山 
▽同決勝 

岩国 H 1578 II 3 58早 g 
▽女子準々決勝 

徳 山 9 L 3 下関西 
宇部女 1213 坂 上 
山口中央 181 徳山商 
髙 水10ふ 岩国商 
▽同準決勝 

徳 山12|2 宇部女 
高 水 615 山口中央 
▽同決勝 

徳山 16 £ M 52 V 髙水 


I 般女子は東クラブ 

▼神奈川県室内選手権 (2 月•平 
沼記念体育館ほか) 

▽一般男子準々決勝 
日本発条32— 16 少年 HOB 
神奈川教員団 14 — 11 _日進商会 
関東学院大 15112 日本銅管 

1^む一商ク 
▽同準決勝 

日本発条 16 19 神奈川教員団 
0 ^ f 11 
▽同3位決定戦 

関東学院犬17—15神奈川教員団 
▽同決勝 

. 、 Ail /-、7 /9 — '5 セントラ 
日本発条 1^815 ル自動車 

▽同女子決勝リ—グ 
上溝ク 2012 川和ク 
東 ク1713 大津ク 
大津ク 1219 上溝ク 
東 ク 棄権 (1210) 川和ク 

上溝ク C -6 東 ク 

大津ク棄権 (1210) 川和ク 
【順位】①東ク2勝1敗(得失点差 
25 )②上溝ク 2 勝 1 敗( 16 )③大 
津ク2勝1敗 (1) ④川和ク 
▽高校男子決勝 

一 商14(10411 54 )9桜ケ丘 
▽同女子決勝 

日野 6(33 M 3 1丫東 
高校の記録は次号再録 


- E 〇……本誌前号で報じた登 
S 6 録料などの大幅値上げは各 
後•チ—ムに大きなショックと 
なっているようだ。 

大勢は日本ハンドボール 
編 •界を支えるためにはやむを 
得ないと理解を示しているが、そ 
れなりの還元を求める声も！±1倒的 
に強い。 

法政 HOB 会(神奈川)の会報 
はすかさずこの問題を採りあげ、 
本誌をはじめ日本協会施策が頂点 
傾斜している点を鋭く突いている 

〇 . 日本協会としてもせっぱ詰 

まっての値上げであり、重ねて全 
国の協力を切望するもの♦たが、も 
ちろん斯界の姿勢がこのままであ 
ってよ いというわけではない. 0 

とりわけ底辺対策については他 
競技団体にも例をみないような新 
しい企画の実現が待たれる。 

〇 . さる 日、日本協会 OB とも 

いうべき的場益雄氏にお目にかか 
れた。いちじ本誌の編集人もつと 
めら れたかただ。「相変らず写真 
が少ないなア。地方のファやン読 
者は中央の動きは機関誌が頼りな 

のだから-」。有難いお小言で 

ある。 

〇……本誌印刷直前、 JOC の派 
遣ヮク決定で記事のさしかえ、ぺ 
—ジの入れ替えを行うあわた•たし 
さ。本番まであと 148 日である。 

(S • S) 
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